
(12) 特 許 協 力条 約 に基 づ いて公 開 され た 国際 出願

(10) 国 際 公 開番 号
(43) 国 際 公 開 曰

2013 年 6 月 13 日（13.06.2013) W O 2013/085047 A 1
W 画P O P C T

(51) 国際 特 許 分 類 ： 霞 が 関 ビ ル デ ィ ン グ 酒 井 国 際 特 許 事 務 所
G06Q 50/22 (2012.01) A23L 1/305 (2006.01) Tokyo (JP).

(21) 国際 出願 番 号 ： PCT/JP20 12/08 1845 (81) 指 定 国 （表 示 の な い 限 り、 全 て の 種 類 の 国 内保
護 が 可 肯 AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,

(22) 国際 出願 日： 2012 年 12 月 7 曰（07. 12.2012) BB, BG, BH, BN, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN,

(25) 国際 出願 の 言 語 ： 日本 語 CO, CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES,
FI, GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN,

(26) 国際 公 開 の 言 語 ： 日本 語 IS, JP, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR,
LS, LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW, MX,(30) 優 先 権 デ ー タ：
MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PA, PE, PG, PH,特 願 201 1-270697 201 1 年 に 月 9 曰（09.12.201 1) JP
PL, PT, QA, RO, RS, RU, RW, SC, SD, SE, SG, SK, SL,

(71) 出願 人 ：味 の 素 株 式 会 社 (AJINOMOTO CO., INC.) SM, ST, SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG,
[JP/JP]; T 1048315 東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 1 5 US, UZ, VC, VN, ZA, ZM, ZW.
番 号 Tokyo (JP). (84) 指 定 国 （表 示 の な い 限 り、 全 て の 種 類 の 広 域 保

(72) 発 明 者 ：長 尾 健 児 (NAGAO, Kenji); 〒 2108681 神 護 が 可 肯巨）：ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,

奈 川 県 川 崎 巿 川 崎 区鈴 木 町 1 一 1 味 の 素 株 式 MZ, NA, RW, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ュ 一 ラ シ
会 社 内 Kanagawa (JP). 神 通 寛 子 (JINZU, Hiroko); ァ （AM, AZ, BY, KG, KZ, RU, TJ, TM), ョ一 ロ ッパ
〒 210868 1 神 奈 川 県 川 崎 巿 川 崎 区 鈴 木 町 1 一 1 (AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,
味 の 素 株 式 会 社 内 Kanagawa (JP). 枋 久 保 修 GB, GR, HR, HU, IE, IS, ΓΓ , LT, LU, LV, MC, MK, MT,

(TOCHIKUBO, Osamu); 〒23 10021 神 奈 川 県横 浜 巿 NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI

中 区 日本 大 通 5 8 財 団法 人 神 奈 川 県 予 防 医学 (BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,

協 会 内 Kanagawa (JP). NE, SN, TD, TG).

(74) 代 理 人 ：酒 井 宏 明 ， 外 (SAKAI, HiroaW et al.) ；〒 添 付 公 開書 類 ：
1006020 東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 三 丁 目 2 番 5 号 一 国際 調 査 報 告 （条 約 第 2 1条 (3))

(54) Title: FOOD SELECTION METHOD, ]
SYSTEM AND INFORMATION COMMUNICATION TERMINAL

(54) 発 明 の 名 称 ：食 物 選 択 方 法 、食 物 選 択 装 置 、食 物 選 択 プ ログ ラム 、食 物 選 択 シ ス テ ム お よび 情 報 通 信 端
末

(57) Abstract: he present invemion addresses the problem 01 providing: a
S 11 food selection method whereby a food recommended for improving a prob -

lem relating to a living body (for example, a disease) that might occur i n an
生体状態情 報 状態 の判 別 individual can be selected ：from the viewpoint o f amino acids; a food selec

tion device; a food selection program; a food selection system; and an in
S12 formation communication terminal. The food selection method according to

the present invention comprises: (i) on the basis o f biological condition in
食材 の選 択 食材 リスト formation relating to the biological condition o f an organism, determining

whether or not the individual i s i n a definite condition; and (ii) when the in
dividual i s determined as being in the deiinite condition, a food i s selected,

選択結 果 fi"om the viewpoint o f an amino acid that i s recommended for improving the
definite condition, fi"om a food list that contains amino acid content data re
lating t o the amino acid contents o f multiple foods.

(57) 要 約 ： ア ミノ酸 と い う観 点 か ら、 個 体 に 生 じ得 る生 体 に
関 す る 問 題 （例 え ば疾 患 な ど） の 改 善 に 推 奨 され る食 物 を選
択 す る こ とが で き る食 物 選 択 方 法 、 食 物 選 択 装 置 、 食 物 選 択
プ ログ ラム 、 食 物 選 択 シ ス テ ム お よ び 情 報 通 信 端 末 を提 供 す

る こ と を課 題 とす る 。本 発 明 で は 、 ( i ) 個 体 の 生 体 状 態 に 関 す る生 体 状 態 情 報 に基 づ い て 、個 体 が 所 定
の 状 態 で あ るか が 判 別 され 、 （i i ) 個 体 が 所 定 の 状 態 で あ る と判 別 され た場 合 に は 、 所 定 の 状 態 の 改 善
に推 奨 され るア ミノ酸 に基 づ い て 、複 数 の 食 物 に つ い て の 、 食 物 中 の ァ ミノ酸 の 含 有 値 に 関 す る ア ミノ酸
含 有 デ ー タ を含 む食 物 リス トか ら、食 物 が 選 択 され る。



明 細 書

発明の名称 ：

食物選択方法、食物選択装置、食物選択 プログラム、食物選択システムお

よび情報通信端末

技術分野

[0001 ] 本発明は、食物選択方法、食物選択装置、食物選択 プログラム、食物選択

システムおよび情報通信端末に関するものである。

背景技術

[0002] 特許文献 1 には、肥満度、栄養素充足度、食品群充足度 を除いた評価項 目

のうちで、最少得点の項 目と してアミノ酸スコアを改善するために制限アミ

ノ酸のない食事 メニューを抽出することが開示されている （例えば特許文献

1 の段落 0 0 4 9 等参照）。特許文献 2 には、血液中のアミノ酸量を算出す

ること、食材別にアミノ酸量を関連付けるアミノ酸 コ ン トロール データテ一

プルを備えること、および、 アミノ酸 をコン トロールする食事 を提供するこ

とができること、が開示されている （例えば特許文献 2 の段落 0 0 8 1 か ら

0 0 8 4 等参照）。

[0003] なお、特許文献 1 および特許文献 2 の他 には、例えば特許文献 3 か ら特許

文献 5 が先行技術文献 と して挙げられる。特許文献 3 には、病院用献立作成

システムが開示されている。特許文献 4 には、栄養補助食品または疾患予防

食品の提供システムが開示されている。特許文献 5 には、栄養及び/ 又は薬

剤 を決定するための方法が開示されている。

[0004] また、 アミノ酸の濃度値 を用いた状態判別方法については、例えば特許文

献 6 か ら特許文献 1 2 が挙げられる。特許文献 6 、特許文献 7 および特許文

献 8 には、 ァミノ酸の濃度値 と生体状態 とを関連付ける方法が開示されてい

る。特許文献 9 には、 アミノ酸の濃度値 を用いてメタボ リックシン ドローム

の状態を評価する方法が開示されている。特許文献 1 0 には、 アミノ酸の濃

度値 を用いて内臓脂肪の状態を評価する方法が開示されている。特許文献 1



1 には、 アミノ酸の濃度値 を用いて耐糖能異常の状態 を評価する方法が開示

されている。特許文献 1 2 には、 アミノ酸の濃度値 を用いて肥満の状態 を評

価する方法が開示 されている。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 6 _ 4 8 1 7 7 号公報

特許文献 2 ：特開 2 0 0 8 _ 2 0 4 4 1 8 号公報

特許文献 3 ：特開平 8 —6 3 4 5 5 号公報

特許文献4 ：特開 2 0 0 3 _ 2 2 3 5 1 5 号公報

特許文献 5 ：特表 2 0 0 5 - 5 3 6 7 8 号公報

特許文献 6 ：国際公開第 2 0 0 4 / 0 5 2 1 9 1号

特許文献 7 ：国際公開第 2 0 0 6 / 0 9 8 1 9 2 号

特許文献 8 ：国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 1号

特許文献 9 ：国際公開第 2 0 0 8 / 0 1 5 9 2 9 号

特許文献 10 ：国際公開第 2 0 0 9 / 0 0 1 8 6 2 号

特許文献 11 ：国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 0 号

特許文献 12 ：国際公開第 2 0 0 / 0 9 5 6 8 2 号

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] しか しなが ら、従来技術では、 アミノ酸 という観点か ら、個体 に生 じ得 る

生体 に関する問題 （例 えば疾患な ど）の改善 に推奨 される食物 を選択するこ

とはで きない、 という問題点があ った。

[0007] 本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、 アミノ酸 という観点か ら

、個体 に生 じ得 る生体 に関する問題 （例 えば疾患な ど）の改善 に推奨 される

食物 を選択することがで きる食物選択方法、食物選択装置、食物選択 プログ

ラ厶、食物選択システムおよび情報通信端末 を提供することを目的 とする。

課題 を解決するための手段



[0008] すなわち、上述 した課題 を解決 し、 目的を達成するために、本発明にかか

る食物選択方法は、個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、前記

個体が所定の状態であるかを判別する判別ステ ツプと、前記判別ステ ツプで

前記個体が前記所定の状態であると判別 された場合 には、前記所定の状態の

改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数の食物 （例 えば食材や、料理、

献立 （メニュー、食事）な ど）についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含

有値 に関するアミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択す

る選択ステ ップとを含む こと、 を特徴 とする。

[0009] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法 において、前

記生体状態情報 には、前記個体の血液 中の前記 アミノ酸の濃度値 に関するァ

ミノ酸濃度データが含 まれ、前記 アミノ酸濃度データに基づいて、前記濃度

値が基準値 に対 して低下 している前記 アミノ酸 を特定する特定ステ ップをさ

らに含み、前記選択ステ ップは、前記判別ステ ップで得 られた結果 と前記特

定ステ ップで得 られた結果 に基づいて、 1 つ または複数の前記食物 を前記食

物 リス 卜か ら選択すること、 を特徴 とする。

[001 0] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法 において、前

記特定ステ ツプは、前記濃度値が前記基準値 に対 して低下 している必須 アミ

ノ酸 を特定すること、 を特徴 とする。

[001 1] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法 において、前

記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ酸 に対 して、前記濃度値の前記基準

値か らの低下度合いに応 じた重み付 け値 を設定する第一設定ステ ップと、前

記第一設定ステ ツプで設定された前記重み付 け値 を、前記 アミノ酸含有デー

夕に含 まれる、前記特定ステ ップで特定された前記 アミノ酸の前記含有値 に

乗算する第一乗算ステ ツプと、前記第一乗算ステ ツプで前記重み付 け値が乗

算 された後の前記 アミノ酸含有データに含 まれる前記 アミノ酸の前記含有値

の総和 を、各 々の前記食物の前記 アミノ酸含有データ毎 に算出する第一加算

ステ ップと、 をさ らに含み、前記選択ステ ップは、前記特定ステ ップで前記

低下 している前記 アミノ酸が特定された場合 には、前記第一加算ステ ップで



算 出された前記総和 に基づいて、 1 つ または複数 の前記食物 を前記食物 リス

卜か ら選択すること、 を特徴 とする。

[001 2] また、本発明にかかる食物選択方法 は、前記の食物選択方法 において、必

須 アミノ酸 に適用 され る第一の係数 と、非必須 アミノ酸 に適用 され る、前記

第一の係数 とは異 なる第二の係数 が、予め設定 されてお り、前記第一乗算 ス

テ ップは、前記特定ステ ツプで前記必須 ァミノ酸 が特定 された場合 には、特

定 された前記必須 ァミノ酸 に対 して設定 した前記重み付 け値 または前記特定

ステ ツプで特定 された前記 アミノ酸 の前記含有値 に前記第一の係数 を乗算 し

、前記特定ステ ツプで前記非必須 ァミノ酸 が特定 された場合 には、特定 され

た前記非必須 アミノ酸 に対 して設定 した前記重み付 け値 または前記特定ステ

ップで特定 された前記 アミノ酸 の前記含有値 に前記第二の係数 を乗算するこ

と、 を特徴 とする。

[001 3] また、本発明にかかる食物選択方法 は、前記の食物選択方法 において、分

岐鎖 アミノ酸 に適用 され る第三の係数 と、必須 アミノ酸 に該 当するが前記分

岐鎖 アミノ酸 に該 当 しない前記 アミノ酸 に個別 に適用 され る、互 いに異 な り

且つ前記第三の係数 とも異 なる複数 の第四の係数 が、予め設定 されてお り、

前記第一乗算 ステ ツプは、前記特定ステ ツプで前記分岐鎖 ァミノ酸 が特定 さ

れた場合 には、特定 された前記分岐鎖 アミノ酸 に対 して設定 した前記重み付

け値 または前記特定ステ ツプで特定 された前記 アミノ酸 の前記含有値 に前記

第三の係数 を乗算 し、前記特定ステ ツプで前記必須 アミノ酸 に該 当するが前

記分岐鎖 アミノ酸 に該 当 しない前記 アミノ酸 が特定 された場合 には、特定 さ

れた前記 アミノ酸 に対 して設定 した前記重み付 け値 または前記特定ステ ップ

で特定 された前記 アミノ酸 の前記含有値 に、特定 された前記 アミノ酸 に適用

され る前記第四の係数 を乗算すること、 を特徴 とする。

[0014] また、本発明にかかる食物選択方法 は、前記の食物選択方法 において、非

必須 アミノ酸 に適用 され る、前記第三の係数 および前記第四の係数 とは異 な

る第五の係数 が予め設定 されてお り、前記第一乗算 ステ ップは、前記特定ス

テ ップで前記非必須 ァミノ酸 が特定 された場合 には、前記非必須 ァミノ酸 に



対 して設定 した前記重み付け値または前記特定ステップで特定された前記ァ

ミノ酸の前記含有値に前記第五の係数を乗算すること、を特徴 とする。

[001 5] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記生体状態情報には、前記個体の性別および/ または年齢が含まれ、前記基

準値は、前記性別および/ または前記年齢が考慮されたものであること、を

特徴 とする。

[001 6] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記所定の状態は、メタボ リックシ ン ド口一厶関連の状態であること、を特徴

とする。

[001 7 ] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記判別ステツプは、前記個体についての前記所定の状態の度合いを判別 し、

前記所定の状態の改善に推奨される前記アミノ酸に対 して、前記判別ステツ

プで判別された前記度合いに応 じた重み付け値を設定する第二設定ステップ

と、前記第二設定ステップで設定された前記重み付け値を、前記アミノ酸含

有データに含まれる、前記所定の状態の改善に推奨される前記アミノ酸の前

記含有値に乗算する第二乗算ステ ツプと、前記第二乗算ステ ツプで前記重み

付け値が乗算された後の前記アミノ酸含有データに含まれる前記アミノ酸の

前記含有値の総和を、各々の前記食物の前記アミノ酸含有データ毎に算出す

る第二加算ステップと、をさらに含み、前記選択ステップは、前記第二加算

ステップで算出された前記総和に基づいて、または、前記特定ステップで前

記低下 している前記アミノ酸が特定された場合には、前記第一加算ステップ

で算出された前記総和および前記第二加算ステツプで算出された前記総和に

基づいて、 1 つまたは複数の前記食物を前記食物 リス 卜から選択すること、

を特徴 とする。

[001 8 ] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記所定の状態は、メタボ リックシ ン ドローム関連の状態であり、前記所定の

状態の改善に推奨される前記アミノ酸には、 V a し L e u 、 I l e 、 T h

r および L y s が含まれること、を特徴 とする。



[001 9] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記食物 リス トには、複数の前記食物 についての、前記食物の分類 に関する分

類データが含 まれ、前記選択ステ ップは、各々の前記分類毎 に、前記食物 リ

ス トか ら前記食物 を選択すること、 を特徴 とする。

[0020] また、本発明にかかる食物選択方法は、前記の食物選択方法において、前

記生体状態情報 には、前記個体の血液中の前記アミノ酸の濃度値 に関するァ

ミノ酸濃度データが含 まれ、前記判別ステ ップは、前記アミノ酸濃度データ

に含 まれている前記所定の状態の判別に有用な前記アミノ酸の前記濃度値 に

基づいて、前記個体が前記所定の状態であるかを判別する、 または、前記ァ

ミノ酸濃度データおよび前記所定の状態の判別に有用な前記アミノ酸 を変数

と して含む判別式に基づいて当該判別式の値 を算出 し、算出 した当該値 に基

づいて前記個体が前記所定の状態であるかを判別すること、 を特徴 とする。

[0021 ] また、本発明にかかる食物選択装置は、制御部 を備えた食物選択装置であ

つて、前記制御部は、個体の生体状態に関する生体状態情報 に基づいて、前

記個体が所定の状態であるかを判別する判別手段 と、前記判別手段で前記個

体が前記所定の状態であると判別された場合には、前記所定の状態の改善 に

推奨されるアミノ酸 に基づいて、複数の食物 についての、前記食物中の前記

ァミノ酸の含有値 に関するァミノ酸含有デ一タを含む食物 リス 卜か ら、前記

食物 を選択する選択手段 とを備えたこと、 を特徴 とする。

[0022] また、本発明にかかる食物選択方法は、制御部 を備えた情報処理装置で実

行される食物選択方法であって、前記制御部で実行される、個体の生体状態

に関する生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定の状態であるかを判別す

る判別ステ ツプと、前記判別ステ ツプで前記個体が前記所定の状態であると

判別された場合には、前記所定の状態の改善 に推奨されるアミノ酸 に基づい

て、複数の食物 についての、前記食物中の前記アミノ酸の含有値 に関するァ

ミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択ステ ップ

とを含むこと、 を特徴 とする。

[0023] また、本発明にかかる食物選択 プログラムは、制御部 を備えた情報処理装



置に実行させるための食物選択プログラムであって、前記制御部に実行させ

るための、個体の生体状態に関する生体状態情報に基づいて、前記個体が所

定の状態であるかを判別する判別ステツプと、前記判別ステツプで前記個体

が前記所定の状態であると判別された場合には、前記所定の状態の改善に推

奨されるアミノ酸に基づいて、複数の食物についての、前記食物中の前記ァ

ミノ酸の含有値に関するアミノ酸含有データを含む食物リストから、前記食

物を選択する選択ステップとを含むこと、を特徴とする。

[0024] また、本発明にかかる記録媒体は、一時的でないコンピュータ読み取り可

能な記録媒体であって、情報処理装置に前記の食物選択方法を実行させるた

めのプログラム化された命令を含むこと、を特徴とする。

[0025] また、本発明にかかる食物選択システムは、制御部を備えた食物選択装置

と、制御部を備えた情報通信端末とを、ネットワークを介して通信可能に接

続して構成された食物選択システムであって、前記情報通信端末の前記制御

部は、個体の生体状態に関する生体状態情報を前記食物選択装置へ送信する

生体状態情報送信手段と、前記食物選択装置から送信された、食物の選択結

果を受信する選択結果受信手段とを備え、前記食物選択装置の前記制御部は

、前記情報通信端末から送信された前記生体状態情報を受信する生体状態情

報受信手段と、前記生体状態情報受信手段で受信された前記生体状態情報に

基づいて、前記個体が所定の状態であるかを判別する判別手段と、前記判別

手段で前記個体が前記所定の状態であると判別された場合には、前記所定の

状態の改善に推奨されるアミノ酸に基づいて、複数の前記食物についての、

前記食物中の前記アミノ酸の含有値に関するァミノ酸含有データを含む食物

リス卜から、前記食物を選択する選択手段と、前記選択手段で得られた前記

食物の前記選択結果を前記情報通信端末へ送信する選択結果送信手段と、を

備えたこと、を特徴とする。

[0026] また、本発明にかかる情報通信端末は、食物選択装置とネットワークを介

して通信可能に接続された、制御部を備えた情報通信端末であって、前記制

御部は、個体の生体状態に関する生体状態情報を前記食物選択装置へ送信す



る生体状態情報送信手段 と、前記食物選択装置か ら送信 された、食物の選択

結果 を受信する選択結果受信手段 とを備 え、前記選択結果は、前記食物選択

装置が、前記情報通信端末か ら送信 された前記生体状態情報 を受信 し、受信

された前記生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定の状態であるかを判別

し、前記個体が前記所定の状態であると判別 された場合 に、前記所定の状態

の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数の前記食物 についての、前記

食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関するアミノ酸含有データを含む食物 リス

卜か ら選択 した前記食物 に関するものであること、 を特徴 とする。

[0027] また、本発明にかかる食物選択装置は、個体の生体状態 に関する生体状態

情報 を提供する情報通信端末 とネ ッ 卜ワークを介 して通信可能 に接続 された

、制御部 を備 えた食物選択装置であ って、前記制御部 は、前記情報通信端末

か ら送信 された前記生体状態情報 を受信する生体状態情報受信手段 と、前記

生体状態情報受信手段で受信 された前記生体状態情報 に基づいて、前記個体

が所定の状態であるかを判別する判別手段 と、前記判別手段で前記個体が前

記所定の状態であると判別 された場合 には、前記所定の状態の改善 に推奨 さ

れるアミノ酸 に基づいて、複数の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ

酸の含有値 に関するアミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を

選択する選択手段 と、前記選択手段で得 られた前記食物の選択結果 を前記情

報通信端末へ送信する選択結果送信手段 と、 を備 えた こと、 を特徴 とする。

発明の効果

[0028] 本発明によれば、個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、個体

が所定の状態であるかを判別 し、個体が所定の状態であると判別 された場合

には、所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数の食物 につ

いての、食物 中のアミノ酸の含有値 に関するアミノ酸含有データを含む食物

リス 卜か ら、食物 を選択する。 これによ り、 アミノ酸 という観点か ら、個体

に生 じ得 る生体 に関する問題 （例 えば疾患な ど）の改善 に推奨 される食物 を

選択することがで きるという効果 を奏する。

[0029] 本発明によれば、生体状態情報 には、個体の血液 中のアミノ酸の濃度値 に



関す るア ミノ酸濃度 デ ー タが含 まれ、 ア ミノ酸濃度 デ ー タに基 づ いて、濃度

値 が基準値 に対 して低 下 して い るア ミノ酸 を特 定 し、 判別結 果 と特 定結 果 に

基 づ いて、 1 つ また は複数 の食物 を食物 リス 卜か ら選択 す る。 これ によ り、

低 下 して い るア ミノ酸 の改善 に推 奨 され る食物 を効率 よ く選択 す る ことがで

きる とい う効 果 を奏 す る。

[0030] 本発 明 によれ ば、濃度値 が基準値 に対 して低 下 して い る必須 ア ミノ酸 を特

定 す る。 これ によ り、低 下 して い る必須 ア ミノ酸 の改善 に推 奨 され る食物 を

効率 よ く選択 す る ことがで きる とい う効 果 を奏 す る。

[0031 ] 本発 明 によれ ば、特 定 され た ア ミノ酸 に対 して、濃度値 の基準値 か らの低

下度 合 い に応 じた重 み付 け値 を設 定 し、 設 定 され た重 み付 け値 を、 ア ミノ酸

含有 デ ー タに含 まれ る、特 定 され た ア ミノ酸 の含有値 に乗算 し、 重 み付 け値

が乗算 され た後 の ア ミノ酸 含有 デ ー タに含 まれ るア ミノ酸 の含有値 の総 和 （

第一 の総 和 ） を、 各 々の食物 の ア ミノ酸 含有 デ ー タ毎 に算 出 し、低 下 して い

るァ ミノ酸 が特 定 され た場合 には、 算 出 され た総 和 に基 づ いて （例 えば総 和

の降順 に）、 1 つ また は複数 の食物 を食物 リス 卜か ら選択 す る。 これ によ り

、低 下 して い るア ミノ酸 の改善 に推 奨 され る、低 下 の度 合 い に応 じた食物 を

効率 よ く選択 す る ことがで きる とい う効 果 を奏 す る。

[0032] 本発 明 によれ ば、 必須 ア ミノ酸 に適 用 され る第一 の係数 と、非 必須 ア ミノ

酸 に適 用 され る、 第一 の係数 とは異 な る第二 の係数 が、 予め設 定 され て お り

、 必須 ア ミノ酸 が特 定 され た場合 には、特 定 され た必須 ア ミノ酸 に対 して設

定 した重 み付 け値 また は特 定 され た ア ミノ酸 の含有値 に第一 の係数 を乗算 し

、非 必須 ア ミノ酸 が特 定 され た場合 には、特 定 され た非 必須 ア ミノ酸 に対 し

て設 定 した重 み付 け値 また は特 定 され た ア ミノ酸 の含有値 に第二 の係数 を乗

算 す る。 これ によ り、低 下 して い る必須 ア ミノ酸 お よび / また は非 必須 ア ミ

ノ酸 の改善 に推 奨 され る、低 下 の度 合 い に応 じた食物 を、 必須 ア ミノ酸 と非

必須 ァ ミノ酸 との特性 の違 い を考 慮 して効率 よ く選択 す る ことがで きる とい

う父刀果 を奏 す る。

[0033] 本発 明 によれ ば、 分 岐鎖 ア ミノ酸 に適 用 され る第三 の係数 と、 必須 ア ミノ



酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないアミノ酸に個別に適用される、

互いに異なり且つ第三の係数とも異なる複数の第四の係数が、予め設定され

ており、分岐鎖アミノ酸が特定された場合には、特定された分岐鎖アミノ酸

に対して設定した重み付け値または特定されたアミノ酸の含有値に第三の係

数を乗算し、必須アミノ酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないァミノ

酸が特定された場合には、特定されたアミノ酸に対して設定した重み付け値

または特定されたアミノ酸の含有値に、特定されたアミノ酸に適用される第

四の係数を乗算する。これにより、低下している必須アミノ酸 （分岐鎖アミ

ノ酸を含む）の改善に推奨される、低下の度合いに応じた食物を、分岐鎖ァ

ミノ酸と当該分岐鎖ァミノ酸を除く各必須ァミノ酸との特性の違いを考慮し

て効率よく選択することができるという効果を奏する。

[0034] 本発明によれば、非必須アミノ酸に適用される、第三の係数および第四の

係数とは異なる第五の係数が予め設定されており、非必須ァミノ酸が特定さ

れた場合には、非必須アミノ酸に対して設定した重み付け値または特定され

たアミノ酸の含有値に第五の係数を乗算する。これにより、低下している非

必須アミノ酸の改善に推奨される、低下の度合いに応じた食物を、分岐鎖ァ

ミノ酸と当該分岐鎖ァミノ酸を除く各必須ァミノ酸と非必須ァミノ酸との特

性の違いを考慮して効率よく選択することができるという効果を奏する。

[0035] 本発明によれば、生体状態情報には、個体の性別および/ または年齢が含

まれ、基準値は、性別および/ または年齢が考慮されたものである。これに

より、低下しているアミノ酸の改善に推奨される、低下の度合いと、性別お

よび/ または年齢とに応じた食物を効率よく選択することができるという効

果を奏する。

[0036] 本発明によれば、所定の状態は、メタボリックシンドローム関連の状態で

ある。これにより、メタボリックシンドローム関連の改善に推奨される食物

を選択することができるという効果を奏する。

[0037] 本発明によれば、個体についての所定の状態の度合いを判別し、所定の状

態の改善に推奨されるァミノ酸に対して、判別された度合いに応じた重み付



け値を設定し、設定された重み付け値を、アミノ酸含有データに含まれる、

所定の状態の改善に推奨されるアミノ酸の含有値に乗算 し、重み付け値が乗

算された後のアミノ酸含有データに含まれるアミノ酸の含有値の総和 （第二

の総和）を、各々の食物のアミノ酸含有データ毎に算出し、算出された第二

の総和に基づいて （例えば総和の降順に）、または、低下しているアミノ酸

が特定された場合には、算出された第一の総和および第二の総和に基づいて

(例えば総和の降順に）、 1 つまたは複数の食物を食物 リス 卜から選択する

。これにより、生体に関する問題の改善に推奨される、生体に関する問題の

度合いに応 じた食物を効率よく選択することができるという効果を奏する。

[0038] 本発明によれば、所定の状態は、メタボリックシンドローム関連の状態で

あり、所定の状態の改善に推奨されるアミノ酸には、 V a し L e u 、 I I

e 、 T h r および L y s が含まれる。これにより、メタボリックシンドロ一

厶関連の改善に推奨される、メタボリックシンドロ一厶関連の度合いに応 じ

た食物を効率よく選択することができるという効果を奏する。

[0039] 本発明によれば、食物 リス トには、複数の食物についての、食物の分類に

関する分類データが含まれ、各々の分類毎に、食物 リス 卜から食物を選択す

る。これにより、生体に関する問題の改善に推奨される食物を、分類毎に効

率よく選択することができるという効果を奏する。

[0040] 本発明によれば、生体状態情報には、個体の血液中のアミノ酸の濃度値に

関するァミノ酸濃度デ一タが含まれ、ァミノ酸濃度デ一夕に含まれている所

定の状態の判別に有用なアミノ酸の濃度値に基づいて、個体が所定の状態で

あるかを判別する、または、アミノ酸濃度データおよび所定の状態の判別に

有用なアミノ酸を変数として含む判別式に基づいて当該判別式の値を算出し

、算出した当該値に基づいて個体が所定の状態であるかを判別する。これに

より、生体に関する問題についての、精度の高い判別結果を得ることができ

るという効果を奏する。

図面の簡単な説明

[0041 ] [ 図1] 図 1 は、第 1実施形態の概要を示す図である。



[ 図2] 図 2 は、第 1実施形態の具体例を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図3] 図 3 は、第 2 実施形態の概要を示す図である。

[ 図4] 図4 は、第 2 実施形態の構成の一例を示す図である。

[ 図5] 図 5 は、生体状態情報ファイル 1 0 6 a に格納される情報の一例を示す

図である。

[ 図6] 図 6 は、判別基準情報ファイル 1 0 6 b に格納される情報の一例を示す

図である。

[ 図7] 図 7 は、食材 リス トファイル 1 0 6 c に格納される情報の一例を示す図

である。

[ 図8] 図 8 は、献立 リス トファイル 1 0 6 d に格納される情報の一例を示す図

である。

[ 図9] 図 9 は、結果ファイル 1 0 6 e に格納される情報の一例を示す図である

[ 図10] 図 1 0 は、第 2 実施形態の具体例を示すフローチヤ一 卜である。

発明を実施するための形態

[0042] 以下に、本発明にかかる食物選択方法の実施形態 （第 1実施形態）と、本

発明にかかる食物選択装置、食物選択方法、食物選択プログラム、食物選択

システムおよび情報通信端末の実施形態 （第 2 実施形態）を、図面に基づい

て詳細に説明する。なお、本実施形態により本発明が限定されるものではな

し、。特に、以下の実施形態は、本発明を、食物の一例である食材に適用 した

場合のものであるが、本発明は、食物の他の一例である料理や献立 （メニュ

― 、食事）などにも、同様に適用可能である。

[0043] [ 第 1実施形態]

第 1実施形態にかかる食材選択方法 （本発明にかかる食物選択方法に相当

) を、図 1 および図 2 を参照 して詳細に説明する。

[0044] [ . 概要]

図 1 は、第 1実施形態の概要を示す図である。まず、例えば動物またはヒ

卜などの個体の生体状態に関する生体状態情報に基づいて、個体が所定の状



態であるかを判別する （ステップS 1 1 ) 。

[0045] そ して、ステップS 1 1 で個体が所定の状態であると判別された場合には

、所定の状態の改善に推奨される、少なくともアミノ酸に基づいて （を考慮

して）、複数の食材についての、食材中のアミノ酸の含有値 （例えば含有量

または含有率など）に関するアミノ酸含有データを含む食材 リス 卜から、食

材を選択する （ステップS 1 2 ) 。

[0046] なお、生体状態情報には、例えば、個体の血液中のアミノ酸の濃度値に関

するアミノ酸濃度デ一夕が含まれてもよい。ァミノ酸濃度デ一タは、例えば

、アミノ酸濃度値測定を行う企業等が測定 したものでもよく、また、個体か

ら採取 した血液から例えば以下の （A ) または （B ) などの測定方法で測定

したものでもよい。アミノ酸の濃度値の単位は、例えば、モル濃度、重量濃

度またはこれらの濃度に任意の定数を加減乗除することで得 られたものでも

よい。

( A ) 採取 した血液サンプルを遠心することにより血液から血漿を分離する

。全ての血漿サンプルは、アミノ酸濃度値の測定時まで—8 0 °Cで凍結保存

する。アミノ酸濃度値測定時には、ァセ トニ 卜リルを添加 し除蛋白処理を行

つた後、標識試薬 （3 _ アミノビリジル_ N —ヒドロキシスクシンイミジル

カルバメ一 卜）を用いてプレカラム誘導体化を行い、そして、液体クロマ ト

グラフ質量分析計 （L C —M S ) によりアミノ酸濃度値を分析する （国際公

開第 2 0 0 3 / 0 6 9 3 2 8 号、国際公開第 2 0 0 5 / 6 6 2 9 号を参

照）。

( B ) 採取 した血液サンプルを遠心することにより血液から血漿を分離する

。全ての血漿サンプルは、アミノ酸濃度値の測定時まで—8 0 °Cで凍結保存

する。アミノ酸濃度値測定時には、スルホサ リチル酸を添加 し除蛋白処理を

行った後、ニンヒドリン試薬を用いたポス トカラム誘導体化法を原理とした

ァミノ酸分析計によりァミノ酸濃度値を分析する。

[0047] また、生体状態情報には、例えば、年齢、性別、身長、体重、ウエス ト、

当該身長 体重から得 られるB M I ( B o d y M a s s I n d e x ) 値



、 インピーダンス法で測定された値 （例 えばインピーダンス値 または当該ィ

ンピ一ダンス値か ら推定された体脂肪率な ど）、 または C T M R I な どで

撮像 した画像か ら得 られた値 （例 えば腹部の断面積な ど）な どのデータが含

まれてもよい。生体状態情報か ら、例 えば、欠損値 または外れ値な どのデ一

タを除去 してもよい。

また、所定の状態は、例 えば、 メタボ リックシ ン ドロー ム、 内臓脂肪蓄積

、肥満症、高脂血症、高血圧、 イ ンス リン抵抗性、糖尿病、耐糖能異常、脂

肪肝 （例 えばアル コール性脂肪肝、非 アル コール性脂肪肝 または非 アル コー

ル性脂肪肝炎な ど）、高尿酸血症、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつ、認知症

、 アルツハイマー、癌、栄養失調、摂食障害 （例 えば拒食症 または過食症な

ど） または栄養素の摂取 代謝 吸収 を妨 げる疾患 （例 えば吸収不良疾患、

炎症性腸疾患 または肝臓疾患な ど）な どの状態でもよ く、 また必要な力 口 リ

—量が増大する状態 （例 えば、外傷 （例 えば火傷な ど）、手術、 甲状腺機能

亢進症、感染症、腎臓疾患、高熱、激 しい運動 （例 えば リハ ビ リテ ー シ ョン

または運動競技の トレーニ ングな ど）、妊娠 または授乳な ど）でもよい。

所定の状態がメタボ リックシン ドロ一厶、 内臓脂肪蓄積、肥満症、高脂血

症、高血圧、糖尿病、耐糖能異常、脂肪肝 （例 えばアル コール性脂肪肝、非

アル コール性脂肪肝 または非 アル コール性脂肪肝炎な ど）の状態 （メタボ リ

ックシ ン ドロー ム 関連の状態）である場合 には、所定の状態の改善 に推奨 さ

れるァミノ酸 は、例 えば、ケ 卜原性 アミノ酸 K A A (分岐鎖 ァミノ酸 B C A

A ( V a し L e u および I I e ) 、 T h r および L y s ) な どでもよい （

例 えば、本出願人による国際出願である国際公開第 2 0 0 7 / 0 4 9 8 1 8

号 を参照）。

所定の状態がィンス リン抵抗性、糖尿病 または耐糖能異常の状態である場

合 には、所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 は、例 えば、分岐鎖 ァミノ

酸 B C A A ( V a 1_ 6 リぉょび 1 I e ) または I I e な どでもよい （例

えは、 「B r a n c h e d — c h a i n a m i n o a c i d s i m p

o v e g l u c o s e m e t a b o l i s m i n a t s w i



t h I i V e r c i r r h o s i s J ( A m J P h y s i o I

G a s t r o i n t e s t し i v e r P h y s i o I . 2 〇〇 5 J

u n 2 8 8 ( 6 ) G 1 2 9 2 - 3 0 0 E P u b 2 0 0 4 D e c

9 ) 、 Γ I s o I e u c i n e , a P o t e n t P I a s m a
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また、所定の状態は、例 えば、何 らかのアミノ酸の濃度値が基準値 に対 し

て低下 または増加 している状態でもよい。所定の状態が何 らかのアミノ酸の

濃度値が基準値 に対 して低下 している状態である場合 には、所定の状態の改

善 に推奨 されるアミノ酸 は、例 えば、 当該濃度値が基準値 に対 して低下 して

いるアミノ酸な どでもよい。基準値 と して、例 えば、健常人における各種 ァ

ミノ酸の平均濃度値 を設定 してもよ く、 また、 当該平均濃度値 に対 して健常

人における各種 アミノ酸の最大濃度値、最小濃度値 および濃度値の標準偏差



( S D : s t a n d a d d e v i a t i o n ) などのうち少なくとも一

つが考慮された当該平均濃度値を含む数値範囲 （例えば平均濃度値土 X S D

( X は正の実数 （具体的には 1， 2 ，3 などの自然数））など）を設定 して

もよい。基準値として、既に公表されているものを設定 してもよく、また、

アミノ酸の濃度値についてデータ収集 して新たに （独自に）算出したものを

設定 してもよい。

なお、所定の状態であるかを判別するとは、メタボリックシン ドロームを

例に挙げると、個体を、メタボリックシン ドロームおよび非メタボリックシ

ン ドロームの 2 群のうちのどちらかに分類することでもよく、また、個体を

、メタボリックシン ドロ一厶である可能性の程度を少なくとも考慮 して定義

された複数の区分 （例えば、メタボリックシン ドロームである可能性が高い

区分 （例えばランクC など）、中程度の区分 （例えばランクB など）、低い

区分 （例えばランクA など）など）のいずれかに分類することでもよい。

[0049] また、ステップS 1 1 では、例えば、 （ί ) アミノ酸濃度データに含まれ

ている所定の状態の判別に有用なアミノ酸の濃度値に基づいて、個体が所定

の状態であるかを判別 してもよく、また、 （ί ί ) アミノ酸濃度データおよ

び所定の状態の判別に有用なアミノ酸を変数として含む判別式に基づいて当

該判別式の値を算出し、算出した当該値に基づいて個体が所定の状態である

かを判別 してもよい。この判別は、例えば、本出願人による国際出願である

国際公開第 2 0 0 4 / 0 5 2 1 9 1 号、国際公開第 2 0 0 6 / 0 9 8 1 9 2

号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 1 号、国際公開第 2 0 0 8 / 0 1 5 9

2 9 号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 0 1 8 6 2 号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 5

4 3 5 0 号または国際公開第 2 0 0 / 0 9 5 6 8 2 号に開示されている方

法を用いて行ってもよい。

[0050] また、例えば、所定の状態がメタボリックシン ドロームの状態であり、且

つ、生体状態情報に、年齢、性別、身長 体重もしくは当該身長 体重から

得 られる Β Μ Ι 値、ウエス ト、インピーダンス法で測定された値、および/

またはC T M R I などで撮像 した画像から得 られた値が含まれている場合



には、ステ ップS では、年齢、性別、身長 体重、 B M I 値、 ウエス ト

、インピーダンス法で測定された値および/ または画像か ら得 られた値 に基

づいて、個体がメタボ リックシン ドロ一厶であるかを判別 してもよい。

[0051 ] また、生体状態情報 にアミノ酸濃度データが含 まれている場合には、 （ί

) アミノ酸濃度データに基づいて、濃度値が基準値 に対 して低下 しているァ

ミノ酸 を特定 し、 （ί ί ) 特定された一部 または全てのアミノ酸 に対 して、

濃度値の基準値か らの低下度合いに応 じた重み付け値 を設定 し、 （ί ί ί )

設定された重み付け値 を、 アミノ酸含有データに含 まれている、特定された

—部 または全てのアミノ酸の含有値 に乗算 し、 （ί V ) 重み付け値が乗算さ

れた後のアミノ酸含有データに含 まれているアミノ酸の含有値の総和を、各

々の食材のアミノ酸含有データ毎 に算出 してもよい。そ して、ステ ップS 1

2 では、低下 しているアミノ酸が特定された場合には、少な くとも、算出さ

れた総和 （総和 Α ) に基づいて （例えば総和 Α の降順 に）、 1 つまたは複数

の食材を食材 リス 卜か ら選択 してもよい。

[0052] なお、濃度値が基準値 に対 して低下 している必須アミノ酸 を特定 してもよ

し、。 また、生体状態情報 に個体の性別および/ または年齢が含 まれている場

合には、基準値は、当該性別および/ または年齢が考慮されたものでもよい

。 こ こで、 必須 ア ミ ノ酸 には、 イ ソ ロイ シ ン （I I e ) 、 ロイ シ ン （L e u

) 、 ノくリン （V a I ) 、 リジ ン （L y s ) 、 メチ才 ニ ン （M e t ) 、 フ エ二

ル ァ ラニ ン （P h e ) 、 ス レオ ニ ン （T h r ) 、 トリプ 卜フ ァン （T r p )

、 ヒスチジン （H i s ) が含 まれる。 また、非必須アミノ酸 には、 ァラニン

( A l a ) アル ギニ ン （A r g ) 、 ァスパ ラギ ン （A s n ) 、 ァスパ ラギ

ン酸 （A s p ) 、 シ ステ ィ ン （C y s ) 、 グル タ ミ ン酸 （G I u ) 、 グル タ

ミ ン （G I n ) 、 グ リシ ン （G I y ) 、 プロ リン （P r o ) 、 セ リン （S e

r ) 、 チ ロシン （T y r ) が含 まれる。なお、準必須アミノ酸であるアルギ

ニン （A r g ) や、準必須アミノ酸 と扱われることもあるシスティン （C y

s ) 、チ ロシン （T y r ) を、 それぞれ必須アミノ酸 に含めてもよい。

[0053] また、必須アミノ酸 に （共通 して）適用される第一の係数 と、非必須アミ



ノ酸に （共通して）適用される、第一の係数とは異なる第二の係数を、予め

設定してもよく、濃度値が基準値に対して低下している必須ァミノ酸が特定

された場合には、特定された一部または全ての必須ァミノ酸に対して設定し

た重み付け値または特定された一部または全ての必須アミノ酸の含有値に第

—の係数を乗算してもよく、濃度値が基準値に対して低下している非必須ァ

ミノ酸が特定された場合には、特定された一部または全ての非必須アミノ酸

に対して設定した重み付け値または特定された一部または全ての非必須ァミ

ノ酸の含有値に第二の係数を乗算してもよい。

[0054] また、分岐鎖アミノ酸に （共通して）適用される第三の係数と、必須アミ

ノ酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないアミノ酸に個別に適用される

、互いに異なり且つ第三の係数とも異なる複数の第四の係数を、予め設定し

てもよく、分岐鎖アミノ酸が特定された場合には、特定された一部または全

ての分岐鎖アミノ酸に対して設定した重み付け値または特定された一部また

は全ての分岐鎖アミノ酸の含有値に第三の係数を乗算してもよく、必須アミ

ノ酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないアミノ酸が特定された場合に

は、特定された一部または全てのアミノ酸に対して設定した重み付け値また

は特定された一部または全てのアミノ酸の含有値に、特定されたアミノ酸に

適用される第四の係数を乗算してもよい。また、非必須アミノ酸に （共通し

て）適用される、第三の係数および第四の係数とは異なる第五の係数を予め

設定してもよく、非必須アミノ酸が特定された場合には、一部または全ての

非必須アミノ酸に対して設定した重み付け値または特定された一部または全

ての非必須ァミノ酸の含有値に第五の係数を乗算してもよい。

[0055] また、必須アミノ酸に該当するアミノ酸に個別に適用される、互いに異な

る複数の係数を設定してもよく、また、非必須アミノ酸に該当するアミノ酸

に個別に適用される、互いに異なる複数の係数を設定してもよい。また、上

述した係数は、それぞれ、アミノ酸の消化吸収率および/ またはアミノ酸の

代謝率などが考慮されたものでもよい。また、消化吸収率および代謝率は、

個体の生態状態 （例えば年齢または性別など）などに応じて変えてもよい。



[0056] また、ステップS 1 1では、個体についての所定の状態の度合いを判別し

てもよい。所定の状態の度合いを判別するとは、メタボリックシン ドローム

を例に挙げると、メタボリックシン ドロームの進行度合いを示した値を算出

することでもよく、また、個体を、メタボリックシン ドロームの進行度合い

を少なくとも考慮して定義された複数の区分 （進行度合いが高い区分 （例え

ばランクC など）、中程度である区分 （例えばランクBなど）、低い区分 （

例えばランクA など）など）のいずれかに分類することでもよい。そして、

この場合には、 （ί ) 所定の状態の改善に推奨される一部または全てのアミ

ノ酸に対して、ステップS 1 1で判別された度合いに応じた重み付け値を設

定し、 （ί ί ) 設定された重み付け値を、アミノ酸含有データに含まれてい

る、所定の状態の改善に推奨される一部または全てのアミノ酸の含有値に乗

算し、 （ί ί ί ) 重み付け値が乗算された後のアミノ酸含有データに含まれ

ているアミノ酸の含有値の総和を、各々の食材のアミノ酸含有データ毎に算

出してもよい。そして、ステップS 1 2 では、少なくとも、算出された総和

(総和 Β ) に基づいて （例えば総和 Β の降順に）、 1つまたは複数の食材を

食材リス卜から選択してもよい。なお、重み付け値と含有値を乗算する際、

所定の状態の改善に推奨されるアミノ酸に適した係数 （例えば、上述した 5

つの係数から、当該アミノ酸の種類を考慮して選ばれたもの）をさらに乗算

してもよい。また、ステップS 1 2 では、低下しているアミノ酸が特定され

た場合には、少なくとも総和Α および総和 B に基づいて、食材を選択しても

よい。

[0057] また、食材リストには、複数の食材についての、食材の分類 （例えば、穀

類、豆類、野菜類、魚介類または肉類など）に関する分類データが含まれて

もよい。そして、この場合には、ステップS 1 2 では、各々の分類毎に、食

材リストから食材を選択してもよい。例えば、各々の分類毎に、算出された

総和の降順に、 1つまたは複数の食材を食材リス卜から選択してもよい。

[0058] また、食材リストに含まれている食材と関連付けられた複数の献立データ

を含む献立リス卜から、ステップS 1 2 で選択された食材が用いられている



献立 を検索 してもよい。なお、基本的には選択 された食材 に基づいて食事 （

献立）を調整するが、結晶状態のアミノ酸 を混ぜて食事 を調整 してもよい。

また、 ステ ップ S 1 2 では、例 えば、所定の状態の改善 に推奨 されるアミ

ノ酸 および所定の状態の改善 に推奨 される必須脂肪酸 （好 ま しくはオメガ 3

系脂肪酸、 よ り好 ま しくは D H A ( d o c o s a h e x a e n o i c a c

i d ) または E P A ( e i c o s a p e n t a e n o i c a c i d ) ) に

基づいて （換言すると、 アミノ酸だけでな く必須脂肪酸 も考慮 して）、食材

リス 卜か ら食材 を選択 してもよい。なお、所定の状態がメタボ リックシン ド

ローム、 内臓脂肪蓄積、耐糖能異常、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつまたは

アルッハイマ一の状態である場合 には、所定の状態の改善 に推奨 される必須

脂肪酸 は、例 えば、 D H A または E P A な どでもよい （例 えば、 「n — 3

f a t t y a c i d s a n d t h e m e t a b o I i c s y n d

r o m Θ 」 ( A m J C I i n N u t r 2 0 0 6 J u n 8 3 (

6 S u P P ) 1 4 9 9 S ― 1 5 0 4 S - ) 「R o I e o f ω 3

し o n 9 c h a i n P o I y u n s a t u r a t e d f a t t y a

c i d s i n r e d u c i n 9 c a r d i o ― m e t a b o I i c

r i s k f a c t o r s . J ( E n d o c r M e t a b I m m u n e

D i s o r d D r u 9 T a r 9 e t s 2 0 1 S e 1

1 ( 3 ) 2 3 2 ― 4 6 ) ΓF i s h a n d o m e 9 a 一 3 f a

t t y a c i d i n t a k e a n d r i s k o f c o r o n a

r y h e a r t d i s e a s e i n w o m e n J ( J A M A .

2 0 0 2 A p r 1 〇 2 8 7 ( 1 4 ) 1 8 1 5 - 2 1 ) 「F i s

h a n d I o n ― c h a i n o m e ― 3 f a t t y a c i

d i n t a k e a n d r i s k o f c o r o n a r y h e a r

t d i s e a s e a n d t o t a I m o r t a I i t y i n d

i a b e t i c w o m e n . J ( C i r c u I a t i o n 2 0 0 3

A P 1 5 , 1 〇 7 ( 1 4 ) 1 8 5 2 ― 7 . E p u b 2 0 0 3 M

a r 3 1 . ) Γ I n t a k e o f f i s h a n d o m e g a ―



3 f a t t y a c i d s a n d r i s k o f s t r o k e i

n w o m e n J ( J A M A 2 〇 〇 1 J a n 7 , 2 8 5 ( 3 )

：3 〇 4 ― 1 2 ) 、 「0 m e 9 a ― 3 f a t t y a c i d s a n d

m a j o r d e P r e s s i o n a P r i m e r f o r t h

e m e n t a I h e a I t h P r o f e s s i o n a I J ( し i P

i d s H e a I t h D i s 2 〇 〇 4 N o v 9 , 3 2 5 . ) 、

「0 m e a ― 3 f a t t y a c i d s i n t h e t r e a t m

e n t o f P s y c h i a t r i c d i s o r d e r s J ( D r u

2 〇 〇 5 6 5 ( 8 ) 1 〇 5 1 ― 9 ) 、 「A m e t a ― a n

a I y t i c r e V i e w o f d o u b I e - b I i n d P I a

c e b o ― c o n t r o I I e d t r i a I s o f a n t i d e P r

e s s a n t e f f i c a c y o f o m e a - 3 f a t t y a

c i d s J ( J C I i n P s y c h i a t r y . ， 2 0 0 7 J u I

， 6 8 ( 7 ) 1 0 5 6 - 6 ) 、 「N e u r o o t e c t i v e

a c t i o n o f o m e g a ― 3 P o I y u n s a t u r a t e d

f a t t y a c i d s a g a i n s t n e u o d e g e n e r a t

i v e d i s e a s e s ： e V i d e n c e f r o m a n i m a I

s t u d i e s J ( P o s t a I a n d i n s し e u k o t E

s s e n t F a t t y A c i d s - 2 〇 〇 7 N o v ― D e c , 7 7

( 5 ― 6 ) 2 8 7 ― 9 3 . , E P u b 2 〇 〇 7 N o V 2 6 . ) 、 Γ

0 m e a ― 3 f a t t y a c i d s a n d d e m e n t i a J

( P r o s t a I a n d i n s し e u k o t E s s e n t F a t t

y A c i d s 2 0 0 9 A u ― S e P， 8 ( 2 - 3 ) 3 ―

1 E P u b 2 0 0 9 J u n 1 2 ) 、お よ び 「T h e i m P

o r t a n c e O f f i s h a n d d o c o s a h e X a e n o i

c a c i d i n A I z h e i m e r d i s e a s e 」 ( A m J

C I i n N u t r ， 0 0 7 A P r 8 5 ( 4 ) ：9 2 9 ― 3 0 )

を 参 照 ） 。



[0060] また、本実施形態では、アミノ酸の観点から所定の状態の改善に最適な食

材を選択することが可能なだけでなく、例えば、アミノ酸に、さらにカロリ

一量、タンパク質量、脂質量および炭水化物量等のうち少なくとも一つを加

え、これら複数の観点から所定の状態の改善に最適な食材を選択することも

可能である。例えば、所定の状態 （例えばメタボリックシンドローム関連の

状態など）であると判別された場合に、所定の状態の改善に最適なカロリー

量を考慮 した食材 （例えば低カロリ一の食材など）を選択 してもよい。

[0061 ] また、ステップS 1 1 では、判別結果と特定結果を考慮 して、最適な食材

を選択 してもよい。例えば、メタボリックシンドローム関連の状態であると

いう判別結果と、アミノ酸 A が低下 しているという特定結果を考慮 して、低

カロリー、かつ、アミノ酸 A が豊富な食材を選択 してもよい。また、所定の

状態として複数の状態を設定 し、そして、個体が所定の状態であるかを各々

の状態ごとに判別 してもよい。また、個体が所定の状態であるかと個体につ

いての所定の状態の度合いとを各々の状態ごとに判別 してもよい。そして、

この場合には、各判別結果と各特定結果を考慮 して、最適な食材を選択 して

もよい。また、ステップS 1 1 で、アミノ酸の含有値の総和を各々の状態ご

とに算出し、そして、ステップS 1 2 で、低下 しているアミノ酸が特定され

た場合に算出されたァミノ酸の含有値の総和と各々の状態ごとに算出された

アミノ酸の含有値の各々の総和との合算値 （総和）の降順に 1 つまたは複数

の食材を食材 リス 卜から選択 してもよい。なお、設定 した複数の状態のうち

特に重視する状態と当該重視する状態の重視度合いに応 じた所定値 （例えば

1 よりも大きな数値など）とを設定 し、そして、総和の合算値を算出する際

に、当該重視する状態に対 して算出された総和に所定値を加算または乗算 し

てもよい。

[0062] [ 2 . 具体例]

図 2 は、第 1実施形態の具体例を示すフローチヤ一 卜である。なお、この

説明では、生体状態情報に、アミノ酸濃度データと、性別および/ または年

齢とが含まれているものとする。また、この説明では、所定の状態が、メタ



ボリックシン ドロームの状態であるものとする。また、この説明では、メタ

ボリックシン ドロームの改善に推奨されるァミノ酸が、ケ 卜原性ァミノ酸で

あるものとする。また、この説明では、食材 リス トに、複数の食材について

のァミノ酸含有デ一タおよび分類デ一夕が含まれているものとする。また、

この説明では、各々のアミノ酸含有データに含まれる各々の含有値は、数式

「（アミノ酸含有データX に含まれるアミノ酸 X の含有値）÷ (食材 リス ト

に含まれる全てのアミノ酸含有データに含まれるアミノ酸 X の含有値の平均

値）X 1 0 0 」で得 られた値 （単位は％) に置き換えられているものとする

[0063] まず、 （ί ) ァミノ酸濃度デ一タ、およびメタボリックシン ドロームの判

別に有用なアミノ酸を変数として含む判別式に基づいて、当該判別式の値を

算出し、 （ί ί ) 算出 した値と所定の閾値とを比較 して、個体がメタボリッ

クシン ドロームの状態であるかと、個体についてのメタボリックシン ドロ一

厶の状態の度合いを判別する （ステップS A 1 ) 。なお、ステップS A 1 で

は、本出願人による国際出願である国際公開第 2 0 0 8 / 0 1 5 9 2 9 号、

国際公開第 2 0 0 9 / 0 0 1 8 6 2 号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 0

号または国際公開第 2 0 0 / 0 9 5 6 8 2 号に開示されている判別式を用

いてもよい。

[0064] —方で、アミノ酸濃度データに含まれる必須アミノ酸のうち、濃度値が、

生体状態情報に含まれる性別および/ または年齢が考慮された基準値に対 し

て低下 しているものを特定する （ステップS A 2 ) 。

[0065] そ して、ステップS A 1 でメタボリックシン ドロームであると判別された

、またはステップS A 2 で低下 している必須アミノ酸が特定された場合 （ス

テツプS A 3 ：Y e s ) には、後述するステップS A 4 が実行され、ステツ

プS A でメタボリックシン ドロ一厶であると判別されず、且つステップS

A で低下 している必須ァミノ酸が特定されなかった場合 （ステツプS A 3

：N o ) には、後述するステップS A 9 が実行される。

[0066] ステップS A でメタボリックシン ドロ一厶であると判別された場合には



、ケ 卜原性アミノ酸に対 して、ステップS A 1 で判別されたメタボリックシ

ン ドロームの度合いに応 じた重み付け値を、メタボリックシン ドロームの度

合い毎の重み付け値を含む重み付け値 リス トを参照 して設定する （ステップ

S A 4 ) 。重み付け値 リス トは、例えば、メタボリックシン ドロームの度合

いが "軽度" と判別された場合に対 してケ 卜原性アミノ酸に該当する全ての

アミノ酸に均一に重み付け値 " 1 0 " が割り当てられ、当該度合いが "中程

度" と判別された場合に対 して当該全てのアミノ酸に均一に重み付け値 " 2

0 " が割り当てられ、そして、当該度合いが "重度" と判別された場合に対

して当該全てのアミノ酸に均一に重み付け値 " 3 0 " が割り当てられたもの

でもよい。なお、疾患の状態の度合いに応 じて設定される重み付け値は、ァ

ミノ酸の消化吸収率および/ またはアミノ酸の代謝率が考慮されたものでも

よい。また、消化吸収率および代謝率は、個体の生態状態 （例えば年齢また

は性別など）などに応 じて変えてもよい。

[0067] また、ステップS A 2 で低下 している必須アミノ酸が特定された場合には

、特定された必須アミノ酸に対 して、濃度値の基準値からの低下度合いに応

じた重み付け値を設定する （ステップS A 4 ) 。例えば、低下 している必須

アミノ酸としてアミノ酸 A 、 B およびC が特定され、アミノ酸 A 、 B および

C の低下率が順に3 0 %、 1 5 %および 5 %であった場合には、アミノ酸 A

、 B およびC に対 して順に " 3 0 " 、 " 1 5 " および " 5 " の重み付け値を

設定 してもよい。なお、特定されたアミノ酸 A 、 B およびC以外の必須アミ

ノ酸に対 して " 0 " の重み付け値を設定 してもよい。また、仮にアミノ酸C

を考慮するのが適切でない場合があれば、アミノ酸C に対 しても " 0 " の重

み付け値を設定 してもよい。

[0068] そ して、ステップS A 1 でメタボリックシン ドロームであると判別された

場合には、ステップS A 4 で、ケ 卜原性アミノ酸に対 して設定された重み付

け値を、アミノ酸含有データに含まれている、ケ 卜原性アミノ酸に該当する

全てのアミノ酸の含有値に乗算する （ステップS A 5 ) 。

[0069] また、ステップS A 2 で低下 している必須アミノ酸が特定された場合には



、ステ ップS A 4 で、特定された必須アミノ酸に対 して設定された重み付け

値を、アミノ酸含有データに含まれている、特定された必須アミノ酸の含有

値に乗算する （ステ ップS A 5 ) 。

[0070] そ して、ステ ップS A 5 で重み付け値が乗算された後のアミノ酸含有デ一

夕に含まれているアミノ酸の含有値の総和を、各々の食材のアミノ酸含有デ

—タ毎に算出する （ステ ップS A 6 ) 。

[0071 ] そ して、ステ ップS A 6 で算出された総和の降順に全てのアミノ酸含有デ

—タを分類別に並べ替え、上位 L 個 （例えば上位 3 個など）の食材を各々の

分類毎に選択する （ステ ップS A 7 ) 。

[0072] また、ステ ップS A 6 で算出された総和の降順に全てのアミノ酸含有デ一

タを、分類を問わずに並べ替え、上位 M個 （例えば上位 1 0 個など）の食材

を選択する （ステ ップS A 7 ) 。

[0073] そ して、ステ ップS A 7 で選択された食材が用いられている献立を、献立

リス 卜か ら検索する （ステ ップS A 8 ) 。例えば、ステ ップS A 7 で選択さ

れた食材が最も多 く用いられている献立か ら順に上位 N個 （例えば上位 1 0

個）を、献立 リス 卜か ら検索 してもよい。

[0074] そ して、ステ ツプS A での判別結果 とステ ツプS A 2 での特定結果に応

じたア ドバイス情報を作成する （ステ ップS A 9 ) 。例えば、ステ ップS A

でメタボ リックシン ドロ一厶であると判別された場合には、カロリー摂取

制限、脂質摂取制限および運動を推奨する内容のァ ドバイス情報を作成する

。 また、例えば、ステ ップS A 1 でメタボ リックシン ドロームであると判別

されず、且つステ ツプS A 2 で低下 している必須アミノ酸が特定されなかつ

た場合には、 これまで通 りの適正な食事および運動を推奨する内容のァ ドバ

イス情報を作成する。

[0075] そ して、ステ ップS A 7 で選択された食材、ステ ップS A 8 で検索された

献立およびステ ツプS A 9 で作成されたァ ドバイス情報を含む結果情報を出

力する （ステ ップS A 1 0 ) 。例えば、結果情報を、印刷装置を用いて紙な

どの物理媒体に印刷 した り、電子的な記憶装置または記録媒体に格納 した り



、モニタに表示 したり、スピーカを介 して音声で出力 したり、電子メールに

添付ファイルとして添付 したりしてもよい。

[0076] なお、本具体例は、所定の状態がメタボリックシン ドロームの状態ではな

く、内臓脂肪蓄積、肥満症、高脂血症、高血圧、インス リン抵抗性、糖尿病

、耐糖能異常、脂肪肝 （例えばアルコール性脂肪肝、非アルコール性脂肪肝

または非アル コール性脂肪肝炎など）の状態 （メタボ リックシン ドローム関

連の状態）である場合においても、同様に適用可能なものである。ただ し、

上述 したステップS A で用いられる判別式は、所定の状態として設定され

た疾患に応 じて、当該疾患の判別に適 したものに変更することが好ましい。

また、本具体例を所定の状態がインス リン抵抗性、糖尿病または耐糖能異常

の状態である場合に適用されるときは、所定の状態の改善に推奨されるァミ

ノ酸を、分岐鎖アミノ酸または I I e としてもよい。

[0077] [ 第 2 実施形態]

第 2 実施形態にかかる食材選択装置 （本発明にかかる食物選択装置に相当

) 、食材選択方法 （本発明にかかる食物選択方法に相当）、食材選択プログ

ラム （本発明にかかる食物選択プログラムに相当）、記録媒体、食材選択シ

ステム （本発明にかかる食物選択システムに相当）およびクライアン ト端末

(本発明にかかる情報通信端末に相当）を、図 3 から図 1 0 を参照 して詳細

に説明する。

[0078] [ . 概要]

図 3 は、第 2 実施形態の概要を示す図である。まず、制御部は、例えば動

物またはヒ卜などの個体の生体状態に関する生体状態情報に基づいて、個体

が所定の状態であるかを判別する （ステップS 2 ) 。

[0079] そ して、制御部は、ステップS 2 1 で個体が所定の状態であると判別され

た場合には、所定の状態の改善に推奨される、少なくともアミノ酸に基づい

て （を考慮 して）、複数の食材についての、食材中のアミノ酸の含有値 （例

えば含有量または含有率など）に関するァミノ酸含有データを含む食材 リス

卜から、食材を選択する （ステップS 2 2 ) 。



[0080] なお、生体状態情報には、例えば、個体の血液中のアミノ酸の濃度値に関

するアミノ酸濃度デ一夕が含まれてもよい。ァミノ酸濃度デ一タは、例えば

、アミノ酸濃度値測定を行 う企業等が測定 したものでもよく、 また、個体か

ら採取 した血液か ら例えば以下の （A ) または （B ) などの測定方法で測定

したものでもよい。アミノ酸の濃度値の単位は、例えば、モル濃度、重量濃

度 またはこれ らの濃度に任意の定数を加減乗除することで得 られたものでも

よい。

( A ) 採取 した血液サンプルを遠心することにより血液か ら血漿を分離する

。全ての血漿サンプルは、アミノ酸濃度値の測定時まで— 8 0 °C で凍結保存

する。アミノ酸濃度値測定時には、ァセ トニ 卜リルを添加 し除蛋白処理を行

つた後、標識試薬 （3 _ アミノビリジル _ N —ヒ ドロキシスクシンイミジル

カルバメ一 卜）を用いてプレカラム誘導体化を行い、そ して、液体クロマ ト

グラフ質量分析計 （L C —M S ) によりアミノ酸濃度値を分析する （国際公

開第 2 0 0 3 / 0 6 9 3 2 8 号、国際公開第 2 0 0 5 / 6 6 2 9 号を参

照）。

( B ) 採取 した血液サンプルを遠心することにより血液か ら血漿を分離する

。全ての血漿サンプルは、アミノ酸濃度値の測定時まで— 8 0 °C で凍結保存

する。アミノ酸濃度値測定時には、スルホサ リチル酸を添加 し除蛋白処理を

行 った後、ニンヒ ドリン試薬を用いたポス トカラム誘導体化法を原理 とした

ァミノ酸分析計によりァミノ酸濃度値を分析する。

[0081 ] また、生体状態情報には、例えば、年齢、性別、身長、体重、 ウエス ト、

当該身長 体重か ら得 られる B M I ( B o d y M a s s I n d e x ) 値

、インピーダンス法で測定された値 （例えばインピーダンス値 または当該ィ

ンピ一ダンス値か ら推定された体脂肪率など）、 またはC T M R I などで

撮像 した画像か ら得 られた値 （例えば腹部の断面積など）などのデータが含

まれてもよい。生体状態情報か ら、例えば、欠損値 または外れ値などのデ一

タを除去 してもよい。

[0082] また、所定の状態は、例えば、メタボ リックシン ドローム、内臓脂肪蓄積



、肥満症、高脂血症、高血圧、 イ ンス リン抵抗性、糖尿病、耐糖能異常、脂

肪肝 （例 えばアル コール性脂肪肝、非 アル コール性脂肪肝 または非 アル コー

ル性脂肪肝炎な ど）、高尿酸血症、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつ、認知症

、 アルツハイマー、癌、栄養失調、摂食障害 （例 えば拒食症 または過食症な

ど） または栄養素の摂取 代謝 吸収 を妨 げる疾患 （例 えば吸収不良疾患、

炎症性腸疾患 または肝臓疾患な ど）な どの状態でもよ く、 また必要な力 口 リ

—量が増大する状態 （例 えば、外傷 （例 えば火傷な ど）、手術、 甲状腺機能

亢進症、感染症、腎臓疾患、高熱、激 しい運動 （例 えば リハ ビ リテ ー シ ョン

または運動競技の トレーニ ングな ど）、妊娠 または授乳な ど）でもよい。

所定の状態がメタボ リックシン ドロ一厶、 内臓脂肪蓄積、肥満症、高脂血

症、高血圧、糖尿病、耐糖能異常、脂肪肝 （例 えばアル コール性脂肪肝、非

アル コール性脂肪肝 または非 アル コール性脂肪肝炎な ど）の状態 （メタボ リ

ックシン ドローム関連の状態）である場合 には、所定の状態の改善 に推奨 さ

れるァミノ酸 は、例 えば、ケ 卜原性 アミノ酸 K A A (分岐鎖 ァミノ酸 B C A

A ( V a し L e u および I I e ) 、 T h r および L y s ) な どでもよい （

例 えば、本出願人による国際出願である国際公開第 2 0 0 7 / 0 4 9 8 1 8

号 を参照）。

所定の状態がィ ンス リン抵抗性、糖尿病 または耐糖能異常の状態である場

合 には、所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 は、例 えば、分岐鎖 ァミノ

酸 B C A A ( V a 1_ 6 リぉょび 1 I e ) または I I e な どでもよい （例

えは、 「B r a n c h e d — c h a i n a m i n o a c i d s i m p

o v e g l u c o s e m e t a b o l i s m i n a t s w i

t h l i v e c i r r h o s i s . 」 ( A m J P h y s i o l

G a s t r o i n t e s t L i v e P h y s i o l . , 2 0 0 5 J

u n ， 2 8 8 ( 6 ) : G 9 2 - 3 0 0 , E p u b 2 0 0 4 D e c

9 . ) 、 「l s o l e u c i n e ， a o t e n t p l a s m a g

I u c o s e — I o w e r i n g a m i n o a c i d , s t i m u I

a t e s g l u c o s e u t a k e i n C 2 C 1 m y o t u



b e s J ( B i o c h e m B i o P h y s R e s C o m m u n

2 0 0 3 D e c 2 6 3 1 2 ( 4 ) 1 1 1 1 一 7 ) 、 Γ I s o I e

u c i n e a b 1 o o d I u c o s e ― I o w e r i n a m

i n o a c i d i n c r e a s e s I u c o s e u P t a k e

i n r a t s k e I e t a I m u s c I e i n t h e a b s

e n c e o f i n c r e a s e s i n A M P — a c t i V a t e d

P o t e i n k i n a s e a c t i V i t y J ( J N u t r

， 〇〇 5 S e P 1 3 5 ( 9 ) 2 1 〇 3 ― 8 - ) 、および 「H y P o

y c e m i c e f f e c t o f i s o I e u c i n e i n V o

1 v e s i n c r e a s e d m u s c I e I u c o s e u P t a

k e a n d w h o I e b o d y I u c o s e o X i d a t i o

n a n d d e c r e a s e d h e P a t i c I u c o n e o 9 e

n e s i s - J ( A m J P h y s i o I E n d o c r i n o I M e

t a b - 〇〇 7 J u n 2 9 2 ( 6 ) E 1 6 8 3 - 9 3 E P u

b 2 〇 0 7 F e b 1 3 ) を参照） o

また、所定の状態は、例 えば、何 らかのアミノ酸の濃度値が基準値 に対 し

て低下 または増加 している状態でもよい。所定の状態が何 らかのアミノ酸の

濃度値が基準値 に対 して低下 している状態である場合 には、所定の状態の改

善 に推奨 されるアミノ酸 は、例 えば、 当該濃度値が基準値 に対 して低下 して

いるアミノ酸な どでもよい。基準値 と して、例 えば、健常人における各種 ァ

ミノ酸の平均濃度値 を設定 してもよ く、 また、 当該平均濃度値 に対 して健常

人における各種 アミノ酸の最大濃度値、最小濃度値 および濃度値の標準偏差

( S D : s t a n d a d d e v i a t i o n ) な どの うち少な くとも一

つが考慮 された当該平均濃度値 を含む数値範囲 （例 えば平均濃度値 土 X S D

( X は正の実数 （具体的には 1 ， 2 ， 3 な どの自然数））な ど）を設定 して

もよい。基準値 と して、既 に公表 されているものを設定 してもよ く、 また、

アミノ酸の濃度値 についてデータ収集 して新たに （独 自に）算出 したものを

設定 してもよい。



なお、所定の状態であるかを判別するとは、メタボリックシン ドロームを

例に挙げると、個体を、メタボリックシン ドロームおよび非メタボリックシ

ン ドロームの 2 群のうちのどちらかに分類することでもよく、また、個体を

、メタボリックシン ドロ一厶である可能性の程度を少なくとも考慮 して定義

された複数の区分 （例えば、メタボリックシン ドロームである可能性が高い

区分 （例えばランクC など）、中程度の区分 （例えばランクB など）、低い

区分 （例えばランクA など）など）のいずれかに分類することでもよい。

[0083] また、ステップS 2 1 では、制御部は、例えば、 （ί ) アミノ酸濃度デ一

夕に含まれている所定の状態の判別に有用なアミノ酸の濃度値に基づいて、

個体が所定の状態であるかを判別 してもよく、また、 （ί ί ) アミノ酸濃度

データおよび所定の状態の判別に有用なアミノ酸を変数として含む判別式に

基づいて当該判別式の値を算出し、算出した当該値に基づいて個体が所定の

状態であるかを判別 してもよい。この判別は、例えば、本出願人による国際

出願である国際公開第 2 0 0 4 / 0 5 2 1 9 1 号、国際公開第 2 0 0 6 / 0

9 8 1 9 2 号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 1 号、国際公開第 2 0 0 8

/ 0 1 5 9 2 9 号、国際公開第 2 0 0 9 / 0 0 1 8 6 2 号、国際公開第 2 0

0 9 / 0 5 4 3 5 0 号または国際公開第 2 0 0 / 0 9 5 6 8 2 号に開示さ

れている方法を用いて行ってもよい。

[0084] また、例えば、所定の状態がメタボリックシン ドロームの状態であり、且

つ、生体状態情報に、年齢、性別、身長 体重もしくは当該身長 体重から

得 られる Β Μ Ι 値、ウエス ト、インピーダンス法で測定された値、および/

またはC T M R I などで撮像 した画像から得 られた値が含まれている場合

には、ステップS では、制御部は、年齢、性別、身長 体重、 B M I 値

、ウエス ト、インピーダンス法で測定された値および/ または画像から得 ら

れた値に基づいて、個体がメタボリックシン ドロ一厶であるかを判別 しても

よい。

[0085] また、生体状態情報にアミノ酸濃度データが含まれている場合には、制御

部は、 （ί ) アミノ酸濃度データに基づいて、濃度値が基準値に対 して低下



しているアミノ酸を特定 し、 （ί ί ) 特定された一部または全てのアミノ酸

に対 して、濃度値の基準値からの低下度合いに応 じた重み付け値を設定 し、

( i i i ) 設定された重み付け値を、アミノ酸含有データに含まれている、

特定された一部または全てのアミノ酸の含有値に乗算 し、 （ί V ) 重み付け

値が乗算された後のアミノ酸含有データに含まれているアミノ酸の含有値の

総和を、各々の食材のアミノ酸含有データ毎に算出してもよい。そして、ス

テツプS 2 2 では、制御部は、低下 しているアミノ酸が特定された場合には

、少なくとも、算出された総和 （総和 Α ) に基づいて （例えば総和 Α の降順

に）、 1 つまたは複数の食材を食材 リス 卜から選択 してもよい。

[0086] なお、制御部は、濃度値が基準値に対 して低下 している必須アミノ酸を特

定 してもよい。また、生体状態情報に個体の性別および/ または年齢が含ま

れている場合には、基準値は、当該性別および/ または年齢が考慮されたも

のでもよい。 ここで、必須アミノ酸 には、 イソロイシン （I I e ) 、 口イシ

ン （L e u ) 、パ リ ン ( V a I ) 、 リジン （L y s ) 、 メチ才ニ ン （M e t

) 、 フエ二ル ァラニ ン （P h e ) 、 ス レオニ ン （T h r ) 、 トリプ 卜ファン

( T r p ) 、 ヒスチジン （H i s ) が含まれる。また、非必須アミノ酸には

、 ァラニ ン （A I a ) 、 アルギニ ン （A r g ) 、 ァスパ ラギン （A s n ) 、

ァスパ ラギン酸 （A s p ) 、 システィン （C y s ) 、 グル タミン酸 （G I u

) 、 グル タミン （G I n ) 、 グ リシン （G I y ) 、プロリン （P r o ) 、セ

リン （S e r ) 、チロシン （T y r ) が含まれる。なお、準必須アミノ酸で

あるアルギニン （A r g ) や、準必須アミノ酸と扱われることもあるシステ

イン （C y s ) 、チロシン （T y r ) を、それぞれ必須アミノ酸に含めても

よい。

[0087] また、必須アミノ酸に （共通 して）適用される第一の係数と、非必須アミ

ノ酸に （共通 して）適用される、第一の係数とは異なる第二の係数を、予め

設定 してもよく、濃度値が基準値に対 して低下 している必須ァミノ酸が特定

された場合には、制御部は、特定された一部または全ての必須アミノ酸に対

して設定 した重み付け値または特定された一部または全ての必須ァミノ酸の



含有値に第一の係数を乗算してもよく、濃度値が基準値に対して低下してい

る非必須アミノ酸が特定された場合には、制御部は、特定された一部または

全ての非必須アミノ酸に対して設定した重み付け値または特定された一部ま

たは全ての非必須アミノ酸の含有値に第二の係数を乗算してもよい。

[0088] また、分岐鎖アミノ酸に （共通して）適用される第三の係数と、必須アミ

ノ酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないアミノ酸に個別に適用される

、互いに異なり且つ第三の係数とも異なる複数の第四の係数を、予め設定し

てもよく、分岐鎖アミノ酸が特定された場合には、制御部は、特定された一

部または全ての分岐鎖アミノ酸に対して設定した重み付け値または特定され

た一部または全ての分岐鎖アミノ酸の含有値に第三の係数を乗算してもよく

、必須アミノ酸に該当するが分岐鎖アミノ酸に該当しないアミノ酸が特定さ

れた場合には、制御部は、特定された一部または全てのアミノ酸に対して設

定した重み付け値または特定された一部または全てのアミノ酸の含有値に、

特定されたアミノ酸に適用される第四の係数を乗算してもよい。また、非必

須アミノ酸に （共通して）適用される、第三の係数および第四の係数とは異

なる第五の係数を予め設定してもよく、非必須アミノ酸が特定された場合に

は、制御部は、一部または全ての非必須アミノ酸に対して設定した重み付け

値または特定された一部または全ての非必須ァミノ酸の含有値に第五の係数

を乗算してもよい。

[0089] また、必須アミノ酸に該当するアミノ酸に個別に適用される、互いに異な

る複数の係数を設定してもよく、また、非必須アミノ酸に該当するアミノ酸

に個別に適用される、互いに異なる複数の係数を設定してもよい。また、上

述した係数は、それぞれ、アミノ酸の消化吸収率および/ またはアミノ酸の

代謝率などが考慮されたものでもよい。また、消化吸収率および代謝率は、

個体の生態状態 （例えば年齢または性別など）などに応じて変えてもよい。

[0090] また、ステップS 2 1では、制御部は、個体についての所定の状態の度合

いを判別してもよい。所定の状態の度合いを判別するとは、メタボリックシ

ンドロ一厶を例に挙げると、メタボリックシンドロームの進行度合いを示し



た値 を算出することでもよ く、 また、個体 を、 メタボ リックシ ン ドロー ム の

進行度合いを少な くとも考慮 して定義 された複数の区分 （進行度合いが高い

区分 （例 えばランクC な ど）、 中程度である区分 （例 えばランク B な ど）、

低 い区分 （例 えばランクA な ど）な ど）のいずれかに分類することでもよい

。 そ して、 この場合 には、制御部 は、 （ί ) 所定の状態の改善 に推奨 される

—部 または全てのアミノ酸 に対 して、 ステ ップ S 2 で判別 された度合いに

応 じた重み付 け値 を設定 し、 （ί ί ) 設定された重み付 け値 を、 アミノ酸含

有データに含 まれている、所定の状態の改善 に推奨 される一部 または全ての

アミノ酸の含有値 に乗算 し、 （ί ί ί ) 重み付 け値が乗算 された後のアミノ

酸含有データに含 まれているアミノ酸の含有値の総和 を、各 々の食材のアミ

ノ酸含有データ毎 に算出 してもよい。 そ して、 ステ ップ S 2 2 では、制御部

は、少な くとも、算出された総和 （総和 Β ) に基づいて （例 えば総和 Β の降

順 に）、 1 つまたは複数の食材 を食材 リス 卜か ら選択 してもよい。なお、制

御部 は、重み付 け値 と含有値 を乗算する際、所定の状態の改善 に推奨 される

アミノ酸 に適 した係数 （例 えば、上述 した 5 つの係数か ら、 当該 アミノ酸の

種類 を考慮 して選ばれたもの）をさ らに乗算 してもよい。 また、 ステ ップ S

2 2 では、制御部 は、低下 しているアミノ酸が特定された場合 には、少な く

とも総和 Α および総和 B に基づいて、食材 を選択 してもよい。

[0091 ] また、食材 リス トには、複数の食材 についての、食材の分類 （例 えば、穀

類、豆類、野菜類、魚介類 または肉類な ど）に関する分類データが含 まれて

もよい。 そ して、 この場合 には、 ステ ップ S 2 2 では、制御部 は、各 々の分

類毎 に、食材 リス 卜か ら食材 を選択 してもよい。例 えば、制御部 は、各 々の

分類毎 に、算出された総和の降順 に、 1 つまたは複数の食材 を食材 リス トか

ら選択 してもよい。

[0092] また、制御部 は、食材 リス トに含 まれている食材 と関連付 け られた複数の

献立データを含む献立 リス 卜か ら、 ステ ップ S 2 2 で選択 された食材が用い

られている献立 を検索 してもよい。なお、基本的には選択 された食材 に基づ

いて食事 （献立）を調整するが、結晶状態のアミノ酸 を混ぜて食事 を調整 し



てもよい。

また、 ステ ップ S 2 2 では、例 えば、所定の状態の改善 に推奨 されるアミ

ノ酸 および所定の状態の改善 に推奨 される必須脂肪酸 （好 ま しくはオメガ 3

系脂肪酸、 よ り好 ま しくは D H A ( d o c o s a h e x a e n o i c a c

i d ) または E P A ( e i c o s a p e n t a e n o i c a c i d ) ) に

基づいて （換言すると、 アミノ酸だけでな く必須脂肪酸 も考慮 して）、食材

リス 卜か ら食材 を選択 してもよい。なお、所定の状態がメタボ リックシン ド

ローム、 内臓脂肪蓄積、耐糖能異常、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつまたは

アルッハイマ一の状態である場合 には、所定の状態の改善 に推奨 される必須

脂肪酸 は、例 えば、 D H A または E P A な どでもよい （例 えば、 「n — 3

f a t t y a c i d s a n d t h e m e t a b o I i c s y n d

r o m Θ 」 ( A m J C I i n N u t r 2 0 0 6 J u n 8 3 (

6 S u P P ) 1 4 9 9 S ― 1 5 0 4 S - ) 「R o I e o f ω 3

し o n 9 c h a i n P o I y u n s a t u r a t e d f a t t y a

c i d s i n r e d u c i n 9 c a r d i o ― m e t a b o I i c

r i s k f a c t o r s . J ( E n d o c r M e t a b I m m u n e

D i s o r d D r u T a r 9 e t s 2 0 1 S e 1

1 ( 3 ) 2 3 2 ― 4 6 ) ΓF i s h a n d o m e 9 a 一 3 f a

t t y a c i d i n t a k e a n d r i s k o f c o r o n a

r y h e a r t d i s e a s e i n w o m e n J ( J A M A .

2 0 0 2 A p r 1 〇 2 8 7 ( 1 4 ) 8 1 5 - 2 1 ) 「F i s

h a n d I o n ― c h a i n o m e 9 a ― 3 f a t t y a c i

d i n t a k e a n d r i s k o f c o r o n a r y h e a r

t d i s e a s e a n d t o t a I m o r t a I i t y i n d

i a b e t i c w o m e n . J ( C i r c u I a t i o n 2 0 0 3

A P 1 5 , 1 〇 7 ( 1 4 ) 1 8 5 2 ― 7 . E p u b 2 0 0 3 M

a r 3 1 . ) Γ I n t a k e o f f i s h a n d o m e g a ―

3 f a t t y a c i d s a n d r i s k o f s t r o k e i



n w o m e n J ( J A M A 2 〇〇 1 J a n 1 7 , 2 8 5 ( 3 )

：3 〇4 ― 1 2 ) 、 「0 m e 9 a ― 3 f a t t y a c i d s a n d

m a j o r d e P r e s s i o n a P i m e r f o r t h

e m e n t a I h e a I t h P r o f e s s i o n a I . J ( し ί P

i d s H e a I t h D i s 2 〇〇4 N o v 9 ， 3 ：2 5 . ) 、

「0 m e a ― 3 f a t t y a c i d s i n t h e t r e a t m

e n t o f P s y c h i a t r i c d i s o r d e r s . J ( D r u

2 〇〇 5 6 5 ( 8 ) 1 〇 5 1 ― 9 ) 、 「A m e t a — a n

a 1 y t i c r e V i e w o f d o u b I e - b I i n d p I a

c e b o ― c o n t r o I I e d t r i a I s o f a n t i d e p r

e s s a n t e f f i c a c y o f o m e g a — 3 f a t t y a

c i d s J ( J C I i n P s y c h i a t r y ， 2 0 0 7 J u I

， 6 8 ( 7 ) 1 0 5 6 - 6 ) 、 「N e u r o p r o t e c t i v e

a c t i o n o f o m e g a ― 3 P o I y u n s a t u r a t e d

f a t t y a c i d s a g a i n s t n e u o d e g e n e r a t

i v e d i s e a s e s ： e V i d e n c e f r o m a n i m a I

s t u d i e s J ( P o s t a I a n d i n s し e u k o t E

s s e n t F a t t y A c i d s 2 〇〇 7 N o v - D e c ， 7 7

( 5 ― 6 ) 2 8 7 ― 9 3 . , E P u b 2 〇〇 7 N o v 2 6 丄 Γ

0 m e a ― 3 f a t t y a c i d s a n d d e m e n t i a . 」

( P r o s t a I a n d i n s し e u k o t E s s e n t F a t t

y A c i d s 2 0 0 9 A u ― S e P 8 ( 2 - 3 ) 2 3 -

1 E P u b 2 0 0 9 J u n 1 2 ) 、 および 「T h e i m p

o r t a n c e O f f i s h a n d d o c o s a h e x a e n o i

c a c i d i n A I z h e i m e r d i s e a s e 」 ( A m J

C I i n N u t r ， 0 0 7 A P r 8 5 ( 4 ) ：9 2 9 ― 3 0 . )

を参照）。

また、本実施形態では、 アミノ酸の観点か ら所定の状態の改善 に最適な食



材を選択することが可能なだけでなく、例えば、アミノ酸に、さらにカロリ

一量、タンパク質量、脂質量および炭水化物量等のうち少なくとも一つを加

え、これら複数の観点から所定の状態の改善に最適な食材を選択することも

可能である。例えば、所定の状態 （例えばメタボリックシン ドローム関連の

状態など）であると判別された場合に、所定の状態の改善に最適なカロ リー

量を考慮 した食材 （例えば低カロ リ一の食材など）を選択 してもよい。

[0095] また、ステップS 2 1 では、判別結果と特定結果を考慮 して、最適な食材

を選択 してもよい。例えば、制御部は、メタボリックシン ドローム関連の状

態であるという判別結果と、アミノ酸 A が低下 しているという特定結果を考

慮 して、低カロリー、かつ、アミノ酸 A が豊富な食材を選択 してもよい。ま

た、所定の状態として複数の状態を設定 し、そして、制御部は、個体が所定

の状態であるかを各々の状態ごとに判別 してもよい。また、制御部は、個体

が所定の状態であるかと個体についての所定の状態の度合いとを各々の状態

ごとに判別 してもよい。そして、この場合には、各判別結果と各特定結果を

考慮 して、最適な食材を選択 してもよい。また、ステップS 2 1 で、制御部

は、アミノ酸の含有値の総和を各々の状態ごとに算出し、そして、ステップ

S 2 2 で、制御部は、低下 しているアミノ酸が特定された場合に算出された

ァミノ酸の含有値の総和と各々の状態ごとに算出されたアミノ酸の含有値の

各々の総和との合算値 （総和）の降順に 1 つまたは複数の食材を食材 リス ト

から選択 してもよい。なお、設定 した複数の状態のうち特に重視する状態と

当該重視する状態の重視度合いに応 じた所定値 （例えば 1 よりも大きな数値

など）とを設定 し、そして、制御部は、総和の合算値を算出する際に、当該

重視する状態に対 して算出された総和に所定値を加算または乗算 してもよい

[0096] [ 2 . 構成]

図4 は、第 2 実施形態の構成の一例を示す図である。第 2 実施形態にかか

る食材選択システムは、食材選択装置 1 0 0 と、本発明の情報通信端末に相

当する 1 つまたは複数のクライアン ト端末 2 0 0 と、ネッ卜ワーク3 0 0 と



、を備える。食材選択装置 1 0 0 とクライアン ト端末 2 0 0 は、ネットヮ一

ク3 0 0 を介 して通信可能に接続される。

[0097] ネッ トワーク3 0 0 は、食材選択装置 1 0 0 とクライアン ト端末 2 0 0 を

相互に通信可能に接続する機能を有 し、例えばインタ一ネット、イン トラネ

ッ卜または L A N (有線/ 無線の双方を含む）等である。

[0098] 食材選択装置 1 0 0 は、当該装置を統括的に制御するC P U等の制御部 1

0 2 と、ルータ等の通信装置および専用線等の有線または無線の通信回線を

介 して当該装置をネッ卜ワーク3 0 0 に通信可能に接続する通信ィンタ一フ

エース部 1 0 4 と、各種のデータベース、テ一プルまたはファイルなどを格

納する記憶部 1 0 6 と、入力装置 1 1 2 および出力装置 1 1 4 に接続する入

出力インタ一フェース部 1 0 8 と、を備え、これら各部は任意の通信路を介

して通信可能に接続される。

[0099] 記憶部 1 0 6 は、ス トレ一ジ手段である。記憶部 1 0 6 として、例えば、

A M - R O M等のメモリ装置、ハ 一 ドディスクのような固定ディスク装置

、フレキシブルディスク、または光ディスク等を用いることができる。記憶

咅 1 0 6 には、O S ( O p e r a t i n g S y s t e m ) と協働 してC P

U に命令を与えて各種処理を行うためのコンピュータプログラムが記録され

ている。記憶部 1 0 6 には、生体状態情報ファイル 1 0 6 a 、判別基準情報

ファイル 1 0 6 b 、食材 リス トファイル 1 0 6 c 、献立 リス トファイル 1 0

6 d および結果ファイル 1 0 6 e が格納される。

[01 00] 図 5 は、生体状態情報ファイル 1 0 6 a に格納される情報の一例を示す図

である。生体状態情報ファイル 1 0 6 a には、動物またはヒ卜などの個体の

生態状態に関する生体状態情報が格納される。生体状態情報とは、個体の生

体状態に関する特定の項目について測定 した値に関する情報である。生体状

態情報ファイル 1 0 6 a には、例えばアミノ酸濃度データと、年齢と、性別

と、身長と、体重と、腹囲 （ウエス ト）と、等が格納される。ここで、 アミ

ノ酸濃度データは、名義尺度または順序尺度でもよい。なお、名義尺度また

は順序尺度の場合は、それぞれの尺度の状態に対 して任意の数値を与えるこ



とで解析 してもよい。

[01 0 1 ] 図 6 は、判別基準情報 フ ァイル 1 0 6 b に格納 される情報の一例 を示す図

である。判別基準 フ ァイル 1 0 6 b には、例 えばメタボ リックシ ン ドロー ム

、 内臓脂肪蓄積、肥満症、高脂血症、高血圧、糖尿病、耐糖能異常、脂肪肝

(例 えばアル コール性脂肪肝、非 アル コール性脂肪肝 または非 アル コール性

脂肪肝炎な ど）、高尿酸血症、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつ、認知症、 ァ

ル ツハイマーまたは癌な どの疾患な どの判別対象 と、 当該判別対象の判別 に

有用な 1 つ または複数のアミノ酸 と、 当該判別対象の判別 に有用な 1 つ また

は複数の判別式 と、 当該判別対象の判別の際に用い られる各 々のアミノ酸 お

よび各 々の判別式毎の閾値 と、が格納 される。

[01 02] 図 7 は、食材 リス トフ ァイル 1 0 6 c に格納 される情報の一例 を示す図で

ある。食材 リス トフ ァイル 1 0 6 c には、食品コー ドと、食品名 と、食品の

重量 と、食品のエネルギーの量 と、食品に含 まれる水分、 タンパ ク質、脂質

、炭水化物 および複数のアミノ酸の量 と、食品のアミノ酸価 と、 その他情報

と、が格納 される。なお、 その他情報 には、例 えば、食品に含 まれるナ トリ

ゥ厶、 カ リウム、 カルシウム、マグネシウム、 リン、鉄、亜鉛、銅、マ ンガ

ン、 卜リグ リセ リ ドおよび灰分の量 と、食品に含 まれる含硫 アミノ酸の合計

、芳香族 アミノ酸の合計、分岐鎖 アミノ酸の合計、ケ 卜原性 アミノ酸の合計

、ケ 卜原性 アミノ酸の合計 をエネルギーの量で割 って得 られる値 およびケ 卜

原性 アミノ酸の合計 をナ トリウムの量で割 って得 られる値 と、食品の F i s

c h e r 比 と、が含 まれてもよい。食材 リス トファイル 1 0 6 c に格納 され

る情報 は、例 えば、文部科学省が公開 している 「日本食品標準成分表準拠

アミノ酸成分表 2 0 1 0 」 （ア ドレス 「h t t p ：//w w w . m e x t .

g o . j p b m e n u s h ι n g ι g ι j y u t u g ι j y u t

u 3 / h o u k o k u / 1 2 9 8 8 8 1 . h t m 」）に基づ くものでもよい

[01 03] 図 8 は、献立 リス トファイル 1 0 6 d に格納 される情報の一例 を示す図で

ある。献立 リス トファイル 1 0 6 d には、献立 コー ドと、献立名 と、献立で



用い られている食品の食品コー ドと、が格納 される。なお、本実施形態では

、本発明を食材選択 に適用 した場合 を一例 と して説明 しているが、本発明を

料理選択 または献立選択 に適用する場合 には、前記の食材 リス トフ ァイル 1

0 6 c を料理用 または献立用 と して用いればよいので、献立 リス トファイル

0 6 d は設 けな くてもよい。

[01 04] 図 9 は、結果 フ ァイル 1 0 6 e に格納 される情報の一例 を示す図である。

結果 フ ァイル 1 0 6 e には、サ ンプル番号 と、食品名 と、献立名 と、 ア ドバ

イ ス情報 と、が格納 される。

[01 05] 図 4 に戻 り、通信 インタ一フェース部 1 0 4 は、食材選択装置 1 0 0 とネ

ッ 卜ワーク 3 0 0 ( またはルータ等の通信装置） との間における通信 を媒介

する。すなわち、通信 インタ一フェース部 1 0 4 は、他の端末 と通信回線 を

介 してデータを通信する機能 を有する。

[01 06] 入 出力インタ一フェース部 1 0 8 は、入力装置 1 1 2 および出力装置 1 1

4 に接続する。 出力装置 1 1 4 には、 モニタ （家庭用テ レビを含む）の他、

ス ピーカまたはプ リンタな どを用いることがで きる。入力装置 1 1 2 には、

キーボー ド、マウスまたはマイクの他、マウスと協働 してポインテ ィングデ

バイス機能 を実現するモニタを用いることがで きる。

[01 07] 制御部 1 0 2 は、 O S ( O e a t i n g S y s t e m ) 等の制御 プ

ログラム 各種の処理手順等 を規定 したプログラム 所要データな どを格納

するための内部 メモ リを有 し、 これ らのプログラムに基づいて種 々の情報処

理 を実行する。制御部 1 0 2 は、通信部 1 0 2 a 、判別部 1 0 2 b 、特定部

0 c 設定部 1 0 2 d 、乗算部 1 0 2 e 、加算部 1 0 2 f 、選択部 1 0

2 g 、検索部 1 0 2 h 、作成部 1 0 2 i および出力部 1 0 2 j を備 える。制

御部 1 0 2 は、 クライアン ト端末 2 0 0 か ら送信 された生体状態情報か ら、

欠損値のあるデータの除去 外れ値の多いデータの除去 欠損値のあるデー

夕の多い変数の除去な どのデータ処理 を行 ってもよい。

[01 08] 通信部 1 0 2 a は、本発明の生体状態情報受信手段 および選択結果送信手

段 を含むものである。通信部 1 0 2 a は、 クライアン ト端末 2 0 0 か ら送信



された生体状態情報 を受信 して生体状態情報 フ ァイル 1 0 6 a に格納 した り

、結果 ファイル 1 0 6 e に格納 されている結果情報 をクライアン ト端末 2 0

0 へ 送信 した りする通信手段である。

[01 09] 判別部 1 0 2 b は、生体状態情報 （例 えばアミノ酸濃度データな ど）に基

づいて、個体が所定の状態 （例 えばメタボ リックシ ン ドロー ム、 内臓脂肪蓄

積、肥満症、高脂血症、高血圧、 イ ンス リン抵抗性、糖尿病、耐糖能異常、

脂肪肝 （例 えばアル コール性脂肪肝、非 アル コール性脂肪肝 または非 アル コ

ール性脂肪肝炎な ど）、高尿酸血症、冠動脈性心疾患、脳卒中、 うつ、認知

症、 アルツハイマーまたは癌な ど）であるか と、個体 についての所定の状態

の度合いを判別する判別手段である。例 えば、判別部 1 0 2 b は、 （ί ) ァ

ミノ酸濃度データに含 まれている所定の状態の判別 に有用なアミノ酸の濃度

値 に基づいて、個体が所定の状態であるかを判別 してもよ く、 また、 （ί ί

) ア ミノ酸濃度データおよび所定の状態の判別 に有用なアミノ酸 を変数 と し

て含む判別式に基づいて当該判別式の値 を算出 し、算出 した当該値 に基づい

て個体が所定の状態であるかを判別 してもよい。なお、所定の状態であるか

を判別するとは、 メタボ リックシン ドロームを例 に挙 げると、個体 を、 メタ

ボ リックシン ドロ一厶および非 メタボ リックシン ドロームの 2 群 の うちの ど

ち らかに分類することでもよ く、 また、個体 を、 メタボ リックシ ン ドロー ム

である可能性の程度 を少な くとも考慮 して定義 された複数の区分 （例 えば、

メタボ リックシン ドロームである可能性が高い区分 （例 えばランクC な ど）

、 中程度の区分 （例 えばランク Β な ど）、低 い区分 （例 えばランク Α な ど）

な ど）のいずれかに分類することでもよい。

[01 10] 特 定部 1 0 2 c は、生体状態情報 に含 まれているアミノ酸濃度データに基

づいて、濃度値が基準値 に対 して低下 しているアミノ酸 （例 えば必須 アミノ

酸、分岐鎖 アミノ酸 または非必須 アミノ酸な ど）を特定する特定手段である

[01 11] 設定部 1 0 2 d は、所定の状態の改善 に推奨 される一部 または全てのアミ

ノ酸 （例 えば、所定の状態がメタボ リックシン ドロ一厶、 内臓脂肪蓄積、肥



満症、高脂血症、高血圧、 イ ンス リン抵抗性、糖尿病、耐糖能異常、脂肪肝

(例 えばアル コール性脂肪肝、非 アル コール性脂肪肝 または非 アル コール性

脂肪肝炎な ど）の場合 （メタボ リックシ ン ドロー ム 関連の状態）にはケ 卜原

性 アミノ酸、 または、所定の状態がイ ンス リン抵抗性、糖尿病 または耐糖能

異常の場合 には分岐鎖 アミノ酸 または I I e な ど）に対 して、判別部 1 0 2

b で判別 された度合いに応 じた重み付 け値 を設定する設定手段である。なお

、判別部 1 0 2 b で判別 された度合いに応 じて設定される重み付 け値 は、 ァ

ミノ酸の消化吸収率 および/ またはアミノ酸の代謝率が考慮 されたものでも

よい。 また、消化吸収率 および代謝率 は、個体の生態状態 （例 えば年齢 また

は性別な ど）な どに応 じて変えてもよい。

設定部 1 0 2 d は、特定部 1 0 2 c で特定された一部 または全てのァミノ

酸 （例 えば必須 アミノ酸、分岐鎖 アミノ酸 または非必須 アミノ酸な ど）に対

して、濃度値の、生体状態情報 に含 まれている性別および/ または年齢が考

慮 された基準値か らの低下度合いに応 じた重み付 け値 を設定する設定手段で

ある。

乗算部 1 0 2 e は、設定部 1 0 2 d で、特定部 1 0 2 c で特定された一部

または全てのアミノ酸 （例 えば必須 アミノ酸、分岐鎖 アミノ酸 または非必須

アミノ酸な ど）に対 して設定された重み付 け値 を、 アミノ酸含有データに含

まれている、特定部 1 0 2 c で特定された一部 または全てのアミノ酸の含有

値 に乗算する乗算手段である。

ここで、必須 アミノ酸 に （共通 して）適用される第一の係数 と、非必須 ァ

ミノ酸 に （共通 して）適用される、第一の係数 とは異なる第二の係数 を、予

め設定 してもよ く、特定部 1 0 2 c で濃度値が基準値 に対 して低下 している

必須 アミノ酸が特定された場合 には、乗算部 1 0 2 e は、特定された一部 ま

たは全ての必須 アミノ酸 に対 して設定 した重み付 け値 と、特定された一部 ま

たは全ての必須 アミノ酸の含有値 と、第一の係数 を乗算 してもよ く、特定部

0 c で濃度値が基準値 に対 して低下 している非必須 アミノ酸が特定され

た場合 には、乗算部 1 0 2 e は、特定された一部 または全ての非必須 アミノ



酸 に対 して設定 した重み付 け値 と、特定された一部 または全ての非必須 ァミ

ノ酸の含有値 と、第二の係数 を乗算 してもよい。

また、分岐鎖 アミノ酸 に （共通 して）適用される第三の係数 と、必須 アミ

ノ酸 に該当するが分岐鎖 アミノ酸 に該当 しないアミノ酸 に個別 に適用される

、互いに異な り且つ第三の係数 とも異なる複数の第四の係数 を、予め設定 し

てもよ く、特定部 1 0 2 c で分岐鎖 アミノ酸が特定された場合 には、乗算部

1 0 2 e は、特定された一部 または全ての分岐鎖 アミノ酸 に対 して設定 した

重み付 け値 と、特定された一部 または全ての分岐鎖 アミノ酸の含有値 と、第

三の係数 を乗算 してもよ く、特定部 1 0 2 c で必須 アミノ酸 に該当するが分

岐鎖 アミノ酸 に該当 しないアミノ酸が特定された場合 には、乗算部 1 0 2 e

は、特定された一部 または全てのアミノ酸 に対 して設定 した重み付 け値 と、

特定された一部 または全てのアミノ酸の含有値 と、特定された一部 または全

てのアミノ酸 に適用される第四の係数 を乗算 してもよい。

また、非必須 アミノ酸 に （共通 して）適用される、第三の係数 および第四

の係数 とは異なる第五の係数 を予め設定 してもよ く、特定部 1 0 2 c で非必

須 アミノ酸が特定された場合 には、乗算部 1 0 2 e は、一部 または全ての非

必須 アミノ酸 に対 して設定 した重み付 け値 と、特定された一部 または全ての

非必須 アミノ酸の含有値 と、第五の係数 を乗算 してもよい。 また、上述 した

係数 は、 それぞれ、 アミノ酸の消化吸収率 および/ またはアミノ酸の代謝率

な どが考慮 されたものでもよい。 また、消化吸収率 および代謝率 は、個体の

生態状態 （例 えば年齢 または性別な ど）な どに応 じて変えてもよい。

乗算部 1 0 2 e は、設定部 1 0 2 d で、所定の状態の改善 に推奨 される一

部 または全てのアミノ酸 に対 して設定された重み付 け値 を、 アミノ酸含有デ

—夕に含 まれている、所定の状態の改善 に推奨 される一部 または全てのアミ

ノ酸の含有値 に乗算する乗算手段である。なお、乗算部 1 0 2 e は、重み付

け値 と含有値 を乗算する際、所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に適 し

た係数 （例 えば、上述 した 5 つの係数か ら、 当該 アミノ酸の種類 を考慮 して

選ばれたもの）をさ らに乗算 してもよい。



[01 13] 加算部 1 0 2 f は、乗算部 1 0 2 e で重み付 け値が乗算 された後のアミノ

酸含有データに含 まれているアミノ酸の含有値の総和 を、各 々の食材のアミ

ノ酸含有データ毎 に算出する加算手段である。

[01 14] 選択部 1 0 2 g は、判別部 1 0 2 b で個体が所定の状態であると判別 され

た場合 には、所定の状態の改善 に推奨 される、少な くともアミノ酸 に基づい

て （を考慮 して）、食材 リス トファイル 1 0 6 c か ら食材 を選択 して結果 フ

アイル 1 0 6 e に格納する選択手段である。選択部 1 0 2 g は、食材 リス ト

ファイル 1 0 6 c か ら各 々の食材の分類毎 に、食材 リス 卜か ら食材 を選択 し

てもよい。選択部 1 0 2 g は、各 々の食材の分類毎 にまたは食材の分類 を問

わず、加算部 1 0 2 f で算 出された総和の降順 に、 1 つ または複数の食材 を

食材 リス 卜か ら選択 してもよい。選択部 1 0 2 g は、特定部 1 0 2 c で、低

下 しているアミノ酸が特定された場合 には、各 々の食材の分類毎 にまたは食

材の分類 を問わず、加算部 1 0 2 f で算 出された総和の降順 に、 1 つ または

複数の食材 を食材 リス 卜か ら選択 してもよい。選択部 1 0 2 g は、 少な くと

も判別部 1 0 2 b での判別結果 と特定部 1 0 2 c での特定結果 を考慮 して、

最適な食材 を選択 してもよい。

[01 15] 検索部 1 0 2 h は、選択部 1 0 2 g で選択 された食材が用い られている献

立 を、献立 リス トファイル 1 0 6 d か ら検索 して結果 ファイル 1 0 6 e に格

納する検索手段である。

[01 16] 作成部 1 0 2 ί は、判別部 1 0 2 b での判別結果および特定部 1 0 2 c で

の特定結果 に応 じたァ ドバイス情報 を作成する作成手段である。

[01 17] 出力部 1 0 2 」は、結果 ファイル 1 0 6 e に格納 されている、食材の選択

結果、献立の検索結果およびア ドバイス情報 を含む結果情報 を、 出力装置 1

1 4 を介 して出力する出力実行手段である。

[01 18] クライアン 卜端末 2 0 0 は、 当該端末 を統括的に制御するC P U 等の制御

部 2 0 2 と、ルータ等の通信装置および専用線等の有線 または無線の通信回

線 を介 して当該装置 をネ ッ 卜ワーク 3 0 0 に通信可能 に接続する通信 ィンタ

—フェース部 2 0 4 と、各種のデータベース、テ一プル またはファイルな ど



を格納する記憶部 2 0 6 と、入力装置 2 2 および出力装置 2 4 に接続す

る入出力インタ一フェース部 2 0 8 と、 を備 え、 これ ら各部 は任意の通信路

を介 して通信可能 に接続 されている。

[01 19] 記憶部 2 0 6 は、 ス トレ一ジ手段である。記憶部 2 0 6 と して、例 えば、

A M - R O M 等のメモ リ装置、ハ 一 ドデ ィスクのような固定デ ィスク装置

、 フ レキシブルデ ィスク、 または光デ ィスク等 を用いることがで きる。記憶

部 2 0 6 には、 O S ( O p e r a t i n g S y s t e m ) と協働 して C P

U に命令 を与えて各種処理 を行 うためのコンピュータプログラムが記録 され

ている。記憶部 2 0 6 には、生体状態情報 ファイル 2 0 6 a および結果 ファ

ィル 2 0 6 b が格納 される。

[01 20] 生体状態情報 ファイル 2 0 6 a には、食材選択装置 1 0 0 へ送信する予め

取得 した生体状態情報が格納 される。結果 ファイル 2 0 6 b には、食材選択

装置 1 0 0 か ら送信 された結果情報が格納 される。

[01 2 1 ] 通信 インタ一フェース部 2 0 4 は、 クライアン ト端末 2 0 0 とネ ッ トヮ一

ク 3 0 0 ( またはルータ等の通信装置） との間における通信 を媒介する。す

なわち、通信 インタ一フエ一ス部 2 0 4 は、他の端末 と通信回線 を介 してデ

—タを通信する機能 を有する。

[01 22] 入 出力インタ一フェース部 2 0 8 は、入力装置 2 1 2 および出力装置 2 1

4 に接続する。 出力装置 2 4 には、 モニタ （家庭用テ レビを含む）の他、

ス ピーカまたはプ リンタな どを用いることがで きる。入力装置 2 1 2 には、

キーボー ド、マウスまたはマイクの他、マウスと協働 してポインテ ィングデ

バイス機能 を実現するモニタを用いることがで きる。

[01 23] 制御部 2 0 2 は、 0 S ( 0 p e r a t ί n g S y s t e m ) 等の制御 プ

ログラム 各種の処理手順等 を規定 したプログラム 所要データな どを格納

するための内部 メモ リを有 し、 これ らのプログラムに基づいて種 々の情報処

理 を実行する。制御部 2 0 2 は、通信部 2 0 2 a および出力部 2 0 2 b を備

える。制御部 2 0 2 は、食材選択装置 1 0 0 の判別部 1 0 2 b と同様の機能

を有 していてもよい。



[01 24] 通信部 2 0 2 a は、本発明の生体状態情報送信手段 および選択結果受信手

段 を含むものである。通信部 2 0 2 a は、生体状態情報 フアイル 2 0 6 a に

格納 されている生体状態情報 を食材選択装置 1 0 0 へ送信 した り、食材選択

装置 1 0 0 か ら送信 された結果情報 を受信 して結果 フ ァイル 2 0 6 b に格納

した りする通信手段である。

[01 25] 出力部 2 0 2 b は、結果 フ ァイル 2 0 6 b に格納 されている結果情報 を、

出力装置 2 4 を介 して出力する出力実行手段である。

[01 26] [ 3 . 具体例 ]

図 1 0 は、第 2 実施形態の具体例 を示すフローチヤ一 卜である。なお、 こ

の説明では、生体状態情報 に、 アミノ酸濃度データと、性別および/ または

年齢 とが含 まれているもの とする。 また、 この説明では、所定の状態が、 メ

タボ リックシン ドロームの状態であるもの とする。 また、 この説明では、 メ

タボ リックシン ドロームの改善 に推奨 されるァミノ酸が、ケ 卜原性 ァミノ酸

であるもの とする。 また、 この説明では、食材 リス トに、複数の食材 につい

てのアミノ酸含有デ一タおよび分類デ一夕が含 まれているもの とする。 また

、 この説明では、各 々のアミノ酸含有データに含 まれる各 々の含有値 は、数

式 「（アミノ酸含有データX に含 まれるアミノ酸 X の含有値） ÷ (食材 リス

卜に含 まれる全てのアミノ酸含有データに含 まれるアミノ酸 X の含有値の平

均値） X 1 0 0 」で得 られた値 （単位 は。/ 0 ) に置 き換 え られているもの とす

る。

[01 27] まず、通信部 2 0 2 a は、生体状態情報 フ ァイル 2 0 6 a に格納 されてい

る予め取得 した生体状態情報 を、食材選択装置 1 0 0 へ送信する （ステ ップ

S B ) 0

[01 28] そ して、通信部 1 0 2 a は、 ステ ツプ S B で送信 された生体状態情報 を

受信 して生体状態情報 ファイル 1 0 6 a に格納する （ステ ップ S B 2 ) 。

[01 29] そ して、判別部 1 0 2 b は、 （ί ) ア ミノ酸濃度データ、 および判別基準

情報 ファイル 1 0 6 b に格納 されている、 メタボ リックシン ドロームの判別

に有用なアミノ酸 を変数 と して含む判別式に基づいて、 当該判別式の値 を算



出 し、 （ί ί ) 算 出 した値 と、判別基準情報 ファイル 1 0 6 b に格納 されて

いる閾値 とを比較 して、個体がメタボ リックシン ドロームの状態であるか と

、個体 についてのメタボ リックシン ドロ一厶の状態の度合いを判別する （ス

テ ツプ S B 3 ) 。 なお、 ステ ップ S B 3 では、本出願人による国際出願であ

る国際公開第 2 0 0 8 / 0 5 9 2 9 号、 国際公開第 2 0 0 9 / 0 0 8 6

2 号、 国際公開第 2 0 0 9 / 0 5 4 3 5 0 号 または国際公開第 2 0 0 / 0

9 5 6 8 2 号 に開示 されている判別式を用いてもよい。

[01 30] —方で、特定部 1 0 2 c は、 アミノ酸濃度データに含 まれる必須 アミノ酸

の うち、濃度値が、生体状態情報 に含 まれる性別および/ または年齢が考慮

された基準値 に対 して低下 しているものを特定する （ステ ップ S B 4 ) 。

[01 3 1 ] そ して、 ステ ップ S B 3 でメタボ リックシン ドロ一厶であると判別 された

、 またはステ ップ S B 4 で低下 している必須 アミノ酸が特定された場合 （ス

テ ツプ S B 5 ：Y e s ) には、後述するステ ップ S B 6 が実行 され、 ステ ツ

プ S B 3 でメタボ リックシン ドロ一厶であると判別 されず、且つステ ップ S

B 4 で低下 している必須 アミノ酸が特定されなか った場合 （ステ ップ S B 5

：N o ) には、後述するステ ップ S B 1 1 が実行 される。

[01 32] ステ ップ S B 3 でメタボ リックシン ドロ一厶であると判別 された場合 には

、設定部 1 0 2 d は、 ケ 卜原性 アミノ酸 に対 して、 ステ ップ S B 3 で判別 さ

れたメタボ リックシ ン ドロー ム の度合いに応 じた重み付 け値 を、 メタボ リッ

クシ ン ドロー ム の度合い毎の重み付 け値 を含む重み付 け値 リス トを参照 して

設定する （ステ ツプ S B 6 ) 。重み付 け値 リス トは、例 えば、 メタボ リック

シ ン ドロー ム の度合いが "軽度 " と判別 された場合 に対 してケ 卜原性 ァミノ

酸 に該当する全てのアミノ酸 に均一に重み付 け値 " 1 0 " が割 り当て られ、

当該度合いが " 中程度 " と判別 された場合 に対 して当該全てのアミノ酸 に均

—に重み付 け値 " 2 0 " が割 り当て られ、 そ して、 当該度合いが "重度 " と

判別 された場合 に対 して当該全てのアミノ酸 に均一に重み付 け値 " 3 0 " が

割 り当て られたものでもよい。なお、疾患の状態の度合いに応 じて設定され

る重み付 け値 は、 アミノ酸の消化吸収率 および/ またはアミノ酸の代謝率が



考慮 されたものでもよい。 また、消化吸収率 および代謝率 は、個体の生態状

態 （例 えば年齢 または性別な ど）な どに応 じて変えてもよい。

[01 33] また、 ステ ップ S B 4 で低下 している必須 アミノ酸が特定された場合 には

、設定部 1 0 2 d は、特定された必須 アミノ酸 に対 して、濃度値の基準値か

らの低下度合いに応 じた重み付 け値 を設定する （ステ ップ S B 6 ) 。例 えば

、低下 している必須 アミノ酸 と してアミノ酸 A 、 B および C が特定され、 ァ

ミノ酸 A 、 B および C の低下率が順 に 3 0 % 、 1 5 % および 5 % であ った場

合 には、 アミノ酸 A 、 B および C に対 して順 に " 3 0 " 、 " 1 5 " および "

5 " の重み付 け値 を設定 してもよい。なお、特定されたアミノ酸 A 、 B およ

び C 以外の必須 アミノ酸 に対 して " 0 " の重み付 け値 を設定 してもよい。 ま

た、仮 にアミノ酸 C を考慮するのが適切でない場合があれば、 アミノ酸 C に

対 しても " 0 " の重み付 け値 を設定 してもよい。

[01 34] そ して、 ステ ップ S B 3 でメタボ リックシン ドロ一厶であると判別 された

場合 には、乗算部 1 0 2 e は、 ステ ップ S B 6 で、ケ 卜原性 アミノ酸 に対 し

て設定された重み付 け値 を、 アミノ酸含有データに含 まれている、ケ 卜原性

アミノ酸 に該当する全てのアミノ酸の含有値 に乗算する （ステ ップ S B 7 )

[01 35] また、 ステ ップ S B 4 で低下 している必須 アミノ酸が特定された場合 には

、乗算部 1 0 2 e は、 ステ ップ S B 6 で、特定された必須 アミノ酸 に対 して

設定された重み付 け値 を、 アミノ酸含有データに含 まれている、特定された

必須 アミノ酸の含有値 に乗算する （ステ ップ S B 7 ) 。

[01 36] そ して、加算部 1 0 2 f は、 ステ ツプ S B 7 で重み付 け値が乗算 された後

のアミノ酸含有データに含 まれているアミノ酸の含有値の総和 を、各 々の食

材のアミノ酸含有データ毎 に算出する （ステ ップ S B 8 ) 。

[01 37] そ して、選択部 1 0 2 g は、 ステ ツプ S B 8 で算出された総和の降順 に全

てのアミノ酸含有データを分類別 に並べ替え、上位 L 個 （例 えば上位 3 個 な

ど）の食材 を各 々の分類毎 に選択 して結果 ファイル 1 0 6 e に格納する （ス

テ ツプ S B 9 ) 。



[01 38] また、選択部 1 0 2 g は、ステ ツプS B 8 で算出された総和の降順 に全て

のアミノ酸含有データを、分類 を問わずに並べ替え、上位 M個 （例えば上位

1 0 個など）の食材を選択 して結果 フ ァイル 1 0 6 e に格納する （ステ ップ

S B 9 ) 。

[01 39] そ して、検索部 1 0 2 h は、ステ ップS B 9 で選択された食材が用い られ

ている献立を、献立 リス 卜か ら検索 して結果 ファイル 1 0 6 e に格納する （

ステ ップS B 1 0 ) 。例えば、検索部 1 0 2 h は、ステ ツプS B 9 で選択さ

れた食材が最も多 く用い られている献立か ら順 に上位 N個 （例えば上位 1 0

個）を、献立 リス 卜か ら検索 してもよい。

[0140] そ して、作成部 1 0 2 ί は、ステ ップS Β 3 での判別結果 とステ ップS Β

4 での特定結果に応 じたァ ドバイス情報 を作成 して結果 ファイル 1 0 6 e に

格納する （ステ ツプS B 1 1 ) 。例えば、ステ ツプS A でメタボ リックシ

ン ドロ一厶であると判別された場合には、作成部 1 0 2 ί は、 カロリー摂取

制限、脂質摂取制限および運動を推奨する内容のァ ドバイス情報 を作成する

。 また、例えば、ステ ップS A 1 でメタボ リックシン ドロームであると判別

されず、且つステ ツプS A 2 で低下 している必須アミノ酸が特定されなかつ

た場合には、作成部 1 0 2 ί は、 これまで通 りの適正な食事および運動を推

奨する内容のァ ドバイス情報 を作成する。

[0141 ] そ して、通信部 1 0 2 a は、結果 フ ァイル 1 0 6 e に格納 されている食材

の選択結果、献立の検索結果およびア ドバイス情報 を含む結果情報 を、 クラ

イアン 卜端末 2 0 0 へ送信する （ステ ップS B 1 2 ) 。

[0142] そ して、通信部 2 0 2 a は、ステ ップS B 1 2 で送信 された結果情報 を受

信 して結果 フ ァイル 2 0 6 b に格納する （ステ ップS B 1 3 ) 。

[0143] そ して、出力部 2 0 2 b は、結果 ファイル 2 0 6 b に格納 されている結果

情報 を、出力装置 2 4 を介 して出力する （ステ ップS B 1 4 ) 。例えば、

出力部 2 0 2 b は、結果情報 を、印刷装置を用いて紙などの物理媒体に印刷

した り、電子的な外部の記憶装置 または記録媒体に格納 した り、モニタに表

示 した り、ス ピーカを介 して音声で出力 した り、電子メールに添付 ファイル



として添付 したりしてもよい。

[0144] なお、本具体例は、所定の状態がメタボリックシン ドロームの状態ではな

く、内臓脂肪蓄積、肥満症、高脂血症、高血圧、インス リン抵抗性、糖尿病

、耐糖能異常、脂肪肝 （例えばアルコール性脂肪肝、非アルコール性脂肪肝

または非アル コール性脂肪肝炎など）の状態 （メタボ リックシン ドローム関

連の状態）である場合においても、同様に適用可能なものである。ただ し、

上述 したステップS B 3 で用いられる判別式は、所定の状態として設定され

た疾患に応 じて、当該疾患の判別に適 したものに変更することが好ましい。

また、本具体例を所定の状態がインス リン抵抗性、糖尿病または耐糖能異常

の状態である場合に適用されるときは、所定の状態の改善に推奨されるァミ

ノ酸を、分岐鎖アミノ酸または I I e としてもよい。

[0145] また、本説明では、食材選択装置 1 0 0 の判別部 1 0 2 b が 「判別式の値

の算出」および 「算出した値に基づく判別」の両方の処理を実行するケース

を一例として挙げたが、クライアン 卜端末 2 0 0 の制御部 2 0 2 が判別部 1

0 2 b と同様の機能を有 している場合は、この 2 つの処理は、食材選択装置

1 0 0 とクライアン 卜端末 2 0 0 とで適宜分担 して実行 してもよい。

例えば、クライアン ト端末 2 0 0 は、両方の処理を実行 し、判別結果を食

材選択装置 1 0 0 に送信 し、食材選択装置 1 0 0 は、送信された判別結果を

利用 してもよい。

また、例えば、クライアン ト端末 2 0 0 は、 「判別式の値の算出」を実行

し、算出結果を食材選択装置 1 0 0 に送信 し、食材選択装置 1 0 0 は、送信

された算出結果を利用 して 「算出した値に基づく判別」を実行 してもよい。

また、例えば、食材選択装置 1 0 0 は、 「判別式の値の算出」を実行 し、

算出結果をクライアン 卜端末 2 0 0 に送信 し、クライアン 卜端末 2 0 0 は、

送信された算出結果を利用 して 「算出した値に基づく判別」を実行 し、判別

結果を食材選択装置 1 0 0 に送信 し、食材選択装置 1 0 0 は、送信された判

別結果を利用 してもよい。

[0146] [他の実施形態]



さて、これまで本発明の実施形態について説明 したが、本発明は、上述 し

た実施形態以外にも、特許請求の範囲に記載 した技術的思想の範囲内におい

て種々の異なる実施形態にて実施されてよいものである。

[ 0 147] また、実施形態において説明 した各処理のうち、自動的に行われるものと

して説明 した処理の全部または一部を手動的に行うこともでき、あるいは、

手動的に行われるものとして説明 した処理の全部または一部を公知の方法で

自動的に行うこともできる。

[ 0 148] このほか、上記文献中や図面中で示 した処理手順、制御手順、具体的名称

、各処理の登録データや検索条件等のパラメ一タを含む情報、画面例、デ一

タベース構成については、特記する場合を除いて任意に変更することができ

る。

[0149] また、食材選択装置 1 0 0 およびクライアン ト端末 2 0 0 に関 して、図示

の各構成要素は機能概念的なものであり、必ず しも物理的に図示の如く構成

されていることを要 しない。

[01 50] 例えば、食材選択装置 1 0 0 およびクライアン ト端末 2 0 0 のそれぞれが

備える処理機能、特に制御部 1 0 2 および制御部 2 0 にて行われる各処理

機能については、その全部または任意の一部を、C P U ( C e n t r a I

P r o c e s s i n g U n i t ) および当該C P U にて解釈実行されるプ

ログラムにて実現 してもよく、また、ワイヤー ドロジックによるハ 一 ドゥエ

ァとして実現 してもよい。尚、プログラムは、情報処理装置に本発明にかか

る食物選択方法を実行させるためのプログラム化された命令を含む一時的で

ないコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録されており、必要に応 じて

食材選択装置 1 0 0 およびクライアン 卜端末 2 0 0 に機械的に読み取られる

。すなわち、 R O M またはH D Dなどの記憶部 1 0 6 および記憶部 2 0 6 な

どには、O S ( O p e r a t i n g S y s t e m ) と協働 してC P U に命

令を与え、各種処理を行うためのコンピュータブ口グラムが記録されている

。このコンピュータプログラムは、 R A Mにロー ドされることによって実行

され、C P U と協働 して制御部を構成する。



[01 5 1 ] また、 このコンピュータプログラムは、食材選択装置 1 0 0 および クライ

アン 卜端末 2 0 0 に対 して任意のネ ッ 卜ワーク 3 0 0 を介 して接続 されたァ

プ リケ一シ ョンプログラムサーバ に記憶 されていてもよ く、必要 に応 じてそ

の全部 または一部 をダウンロー ドすることも可能である。

[01 52] また、本発明にかかる食物選択 プログラムを、一時的でないコンピュータ

読み取 り可能な記録媒体 に格納 してもよ く、 また、 プログラム製品 と して構

成することもで きる。 ここで、 この 「記録媒体」 とは、 メモ リ一カー ド、 U

S B メモ リ、 S D カー ド、 フ レキシブルデ ィスク、光磁気デ ィスク、 R O M

、 E P R O M、 E E P R O M、 C D - R O M M O、 D V D 、 および、 B l

u - r a y D i s c 等の任意の 「可搬用の物理媒体」を含むもの とする。

[01 53] また、 「プログラム」 とは、任意の言語 または記述方法 にて記述 されたデ

—タ処理方法であ り、 ソースコ一 ドまたはバイナ リコ一 ド等の形式を問わな

し、。なお、 「プログラム」は必ず しも単一的に構成 されるものに限 られず、

複数のモジュールやライブラ リと して分散構成 されるものや、 O S ( O e

a t i n g S y s t e m ) に代表 される別個のプログラム と協働 してそ

の機能 を達成するものをも含む。なお、実施形態 に示 した各装置 において記

録媒体 を読み取 るための具体的な構成 および読み取 り手順な らびに読み取 り

後のインス 卜一ル手順等 については、周知の構成や手順 を用いることがで き

る。

[01 54] 記憶部 1 0 6 および記憶部 2 0 6 に格納 される各種のデータベース等 （生

体状態情報 フアイル 1 0 6 a 、判別基準情報 フアイル 1 0 6 b 、食材 リス ト

ファイル 1 0 6 c 、献立 リス トファイル 1 0 6 d 、結果 フアイル 1 0 6 e 、

生体状態情報 ファイル 2 0 6 a および結果 ファイル 2 0 6 b な ど）は、 R A

M、 R O M 等のメモ リ装置、ハー ドデ ィスク等の固定デ ィスク装置、 フ レキ

シプルデ イスク、 および、光デ ィスク等のス トレ一ジ手段であ り、各種処理

や ウェブサイ ト提供 に用いる各種のプログラム、テ一プル、データベース、

および、 ウェブページ用 ファイル等 を格納する。

[01 55] また、食材選択装置 1 0 0 および クライアン ト端末 2 0 0 は、既知のパ一



ソナル コンピュータまたはワー クステ ー シ ョン等の情報処理装置 と して構成

してもよ く、 また、任意の周辺装置が接続 された当該情報処理装置 と して構

成 してもよい。 また、食材選択装置 1 0 0 および クライアン ト端末 2 0 0 は

、 当該情報処理装置 に本発明の食物選択方法 を実現 させるソフ トウェア （プ

ログラムまたはデータ等 を含む）を実装することによ り実現 してもよい。

[ 0 156] 更に、装置の分散 統合の具体的形態は図示するものに限 られず、 その全

部 または一部 を、各種の付加等 に応 じてまたは機能負荷 に応 じて、任意の単

位で機能的または物理的に分散 統合 して構成することがで きる。すなわち

、上述 した実施形態 を任意 に組み合わせて実施 してもよ く、実施形態 を選択

的に実施 してもよい。

産業上の利用可能性

[ 0 157] 本発明は、産業上の多 くの分野、特 に食品、医療、医療機器の製造 ' 販 売

または介護な どの分野で広 く実施することがで き、特 に運動指導 または栄養

指導な どを行 う分野 において極めて有用である。

符号の説明

[01 58] 0 0 食材選択装置

1 0 制御部

1 0 2 a 通信部

1 0 2 b 判別部

1 0 2 c 特定部

1 0 2 d 又 疋 口！

1 0 2 e 乗算部

1 0 2 f 加算部

1 0 2 9 選択部

1 0 2 h 検索部

1 0 2 i 作成部

1 0 2 j 出力部

0 4 通信 インタ一フエ一ス部



6 記憶部

0 6 a 生体状態情報 フ ァイル

0 6 b 判別基準情報 フ ァイル

0 6 c 食材 リス トフ ァイル

0 6 d 献立 リス トフ ァイル

0 6 e 結果 フ ァイル

8 入 出力 イ ンタ一 フ ェー ス部

入力装置

4 出力装置

クライアン ト端末 （情報通信端末 )

制御部

2 0 a 通信部

2 0 b 出力部

4 通信 インタ一フエ一ス部

6 記憶部

2 0 6 a 生体状態情報 フ アイル

2 0 6 b 結果 フ ァイル

8 入 出力 イ ンタ一 フ ェー ス部

入力装置

4 出力装置

ネ ッ トワーク



請求の範囲

[ 請求項 1] 個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定

の状態であるかを判別する判別ステ ップと、

前記判別ステ ツプで前記個体が前記所定の状態であると判別 された

場合 には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、

複数の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関する

アミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択

ステ ツプと

を含む こと、

を特徴 とする食物選択方法。

[ 請求項 2 ] 前記生体状態情報 には、前記個体の血液 中の前記 アミノ酸の濃度値

に関するァミノ酸濃度デ一タが含 まれ、

前記 アミノ酸濃度データに基づいて、前記濃度値が基準値 に対 して

低下 している前記 アミノ酸 を特定する特定ステ ップをさ らに含み、

前記選択 ステ ツプは、前記判別 ステ ツプで得 られた結果 と前記特定

ステ ップで得 られた結果 に基づいて、 1 つまたは複数の前記食物 を前

記食物 リス 卜か ら選択すること、

を特徴 とする請求項 1 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 3 ] 前記特定ステ ツプは、前記濃度値が前記基準値 に対 して低下 してい

る必須 アミノ酸 を特定すること、

を特徴 とする請求項 2 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 4 ] 前記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ酸 に対 して、前記濃度値

の前記基準値か らの低下度合いに応 じた重み付 け値 を設定する第一設

定ステ ツプと、

前記第一設定ステ ツプで設定された前記重み付 け値 を、前記 アミノ

酸含有データに含 まれる、前記特定ステ ップで特定された前記 アミノ

酸の前記含有値 に乗算する第一乗算ステ ップと、

前記第一乗算ステ ップで前記重み付 け値が乗算 された後の前記 アミ



ノ酸含有データに含 まれる前記 アミノ酸の前記含有値の総和 を、各 々

の前記食物の前記 アミノ酸含有データ毎 に算出する第一加算ステ ップ

と、

をさ らに含み、

前記選択ステ ツプは、前記特定ステ ツプで前記低下 している前記 ァ

ミノ酸が特定された場合 には、前記第一加算ステ ツプで算出された前

記総和 に基づいて、 1 つ または複数の前記食物 を前記食物 リス 卜か ら

選択すること、

を特徴 とする請求項 2 または 3 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 5] 必須 アミノ酸 に適用される第一の係数 と、非必須 アミノ酸 に適用さ

れる、前記第一の係数 とは異なる第二の係数が、予め設定されてお り

前記第一乗算 ステ ツプは、前記特定ステ ツプで前記必須 ァミノ酸が

特定された場合 には、特定された前記必須 ァミノ酸 に対 して設定 した

前記重み付 け値 または前記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ酸の

前記含有値 に前記第一の係数 を乗算 し、前記特定ステ ツプで前記非必

須 ァミノ酸が特定された場合 には、特定された前記非必須 ァミノ酸 に

対 して設定 した前記重み付 け値 または前記特定ステ ツプで特定された

前記 アミノ酸の前記含有値 に前記第二の係数 を乗算すること、

を特徴 とする請求項 4 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 6] 分岐鎖 アミノ酸 に適用される第三の係数 と、必須 アミノ酸 に該当す

るが前記分岐鎖 アミノ酸 に該当 しない前記 アミノ酸 に個別 に適用され

る、互いに異な り且つ前記第三の係数 とも異なる複数の第四の係数が

、予め設定されてお り、

前記第一乗算 ステ ツプは、前記特定ステ ツプで前記分岐鎖 ァミ ノ酸

が特定された場合 には、特定された前記分岐鎖 アミノ酸 に対 して設定

した前記重み付 け値 または前記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ

酸の前記含有値 に前記第三の係数 を乗算 し、前記特定ステ ツプで前記



必須 アミノ酸 に該当するが前記分岐鎖 アミノ酸 に該当 しない前記 ァミ

ノ酸が特定された場合 には、特定された前記 アミノ酸 に対 して設定 し

た前記重み付 け値 または前記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ酸

の前記含有値 に、特定された前記 アミノ酸 に適用される前記第四の係

数 を乗算すること、

を特徴 とする請求項 4 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 7 ] 非必須 アミノ酸 に適用される、前記第三の係数 および前記第四の係

数 とは異なる第五の係数が予め設定されてお り、

前記第一乗算 ステ ツプは、前記特定ステ ツプで前記非必須 ァ ミ ノ酸

が特定された場合 には、前記非必須 アミノ酸 に対 して設定 した前記重

み付 け値 または前記特定ステ ツプで特定された前記 アミノ酸の前記含

有値 に前記第五の係数 を乗算すること、

を特徴 とする請求項 6 に記載の食物選択方法。

[ 請求項 8 ] 前記生体状態情報 には、前記個体の性別および/ または年齢が含 ま

れ、

前記基準値 は、前記性別および/ または前記年齢が考慮 されたもの

であること、

を特徴 とする請求項 2 か ら 7 のいずれか一つに記載の食物選択方法

[ 請求項 9 ] 前記所定の状態は、 メタボ リックシ ン ドローム関連の状態であるこ

と、

を特徴 とする請求項 1 か ら 8 のいずれか一つに記載の食物選択方法

[ 請求項 10 ] 前記判別ステ ップは、前記個体 についての前記所定の状態の度合い

を判別 し、

前記所定の状態の改善 に推奨 される前記 アミノ酸 に対 して、前記判

別ステ ツプで判別 された前記度合いに応 じた重み付 け値 を設定する第

二設定ステ ップと、



前記第二設定ステ ツプで設定された前記重み付 け値 を、前記 アミノ

酸含有データに含 まれる、前記所定の状態の改善 に推奨 される前記 ァ

ミノ酸の前記含有値 に乗算する第二乗算ステ ップと、

前記第二乗算ステ ップで前記重み付 け値が乗算 された後の前記 アミ

ノ酸含有データに含 まれる前記 アミノ酸の前記含有値の総和 を、各 々

の前記食物の前記 アミノ酸含有データ毎 に算出する第二加算ステ ップ

と、

をさ らに含み、

前記選択ステ ツプは、前記第二加算ステ ツプで算出された前記総和

に基づいて、 または、前記特定ステ ップで前記低下 している前記 アミ

ノ酸が特定された場合 には、前記第一加算ステ ツプで算出された前記

総和および前記第二加算ステ ツプで算出された前記総和 に基づいて、

1 つ または複数の前記食物 を前記食物 リス 卜か ら選択すること、

を特徴 とする請求項 1 か ら 9 のいずれか一つに記載の食物選択方法

[ 請求項 11] 前記所定の状態は、 メタボ リックシン ドローム関連の状態であ り、

前記所定の状態の改善 に推奨 される前記 アミノ酸 には、 V a し L

e u 、 l i e 、 丁 h r および L y s が含 まれること、

を特徴 とする請求項 1 か ら 1 0 のいずれか一つに記載の食物選択方

法。

[ 請求項 12] 前記食物 リス トには、複数の前記食物 についての、前記食物の分類

に関する分類デ一タが含 まれ、

前記選択ステ ップは、各 々の前記分類毎 に、前記食物 リス 卜か ら前

記食物 を選択すること、

を特徴 とする請求項 1 か ら 1 1 のいずれか一つに記載の食物選択方

法。

[ 請求項 13] 前記生体状態情報 には、前記個体の血液 中の前記 アミノ酸の濃度値

に関するァミノ酸濃度デ一タが含 まれ、



前記判別ステ ツプは、前記 アミノ酸濃度デ一夕に含 まれている前記

所定の状態の判別 に有用な前記 アミノ酸の前記濃度値 に基づいて、前

記個体が前記所定の状態であるかを判別する、 または、前記 アミノ酸

濃度データおよび前記所定の状態の判別 に有用な前記 アミノ酸 を変数

と して含む判別式に基づいて当該判別式の値 を算出 し、算出 した当該

値 に基づいて前記個体が前記所定の状態であるかを判別すること、

を特徴 とする請求項 1 か ら 1 2 のいずれか一つに記載の食物選択方

法。

[ 請求項 14 ] 制御部 を備 えた食物選択装置であ って、

前記制御部 は、

個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定

の状態であるかを判別する判別手段 と、

前記判別手段で前記個体が前記所定の状態であると判別 された場合

には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数

の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関するアミ

ノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択手段

と

を備 えた こと、

を特徴 とする食物選択装置。

[ 請求項 15 ] 制御部 を備 えた情報処理装置で実行 される食物選択方法であ って、

前記制御部で実行 される、

個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定

の状態であるかを判別する判別ステ ップと、

前記判別ステ ツプで前記個体が前記所定の状態であると判別 された

場合 には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、

複数の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関する

アミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択

ステ ツプと



を含む こと、

を特徴 とする食物選択方法。

[ 請求項 16 ] 制御部 を備 えた情報処理装置 に実行 させるための食物選択 プロダラ

厶であ って、

前記制御部 に実行 させるための、

個体の生体状態 に関する生体状態情報 に基づいて、前記個体が所定

の状態であるかを判別する判別ステ ップと、

前記判別ステ ツプで前記個体が前記所定の状態であると判別 された

場合 には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、

複数の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関する

アミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択

ステ ツプと

を含む こと、

を特徴 とする食物選択 プログラム。

[ 請求項 17 ] 制御部 を備 えた食物選択装置 と、制御部 を備 えた情報通信端末 とを

、 ネ ッ 卜ワークを介 して通信可能 に接続 して構成 された食物選択シス

テムであ って、

前記情報通信端末の前記制御部 は、

個体の生体状態 に関する生体状態情報 を前記食物選択装置へ送信す

る生体状態情報送信手段 と、

前記食物選択装置か ら送信 された、食物の選択結果 を受信する選択

結果受信手段 と

を備 え、

前記食物選択装置の前記制御部 は、

前記情報通信端末か ら送信 された前記生体状態情報 を受信する生体

状態情報受信手段 と、

前記生体状態情報受信手段で受信 された前記生体状態情報 に基づい

て、前記個体が所定の状態であるかを判別する判別手段 と、



前記判別手段で前記個体が前記所定の状態であると判別 された場合

には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数

の前記食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関する

アミノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択

手段 と、

前記選択手段で得 られた前記食物の前記選択結果 を前記情報通信端

末へ送信する選択結果送信手段 と、

を備 えた こと、

を特徴 とする食物選択 シ ステ ム。

[ 請求項 18] 食物選択装置 とネ ッ トワークを介 して通信可能 に接続 された、制御

部 を備 えた情報通信端末であ って、

前記制御部 は、

個体の生体状態 に関する生体状態情報 を前記食物選択装置へ送信す

る生体状態情報送信手段 と、

前記食物選択装置か ら送信 された、食物の選択結果 を受信する選択

結果受信手段 と

を備 え、

前記選択結果は、前記食物選択装置が、前記情報通信端末か ら送信

された前記生体状態情報 を受信 し、受信 された前記生体状態情報 に基

づいて、前記個体が所定の状態であるかを判別 し、前記個体が前記所

定の状態であると判別 された場合 に、前記所定の状態の改善 に推奨 さ

れるアミノ酸 に基づいて、複数の前記食物 についての、前記食物 中の

前記 アミノ酸の含有値 に関するアミノ酸含有データを含む食物 リス ト

か ら選択 した前記食物 に関するものであること、

を特徴 とする情報通信端末。

[ 請求項 19] 個体の生体状態 に関する生体状態情報 を提供する情報通信端末 とネ

ッ 卜ワークを介 して通信可能 に接続 された、制御部 を備 えた食物選択

装置であ って、



前記制御部 は、

前記情報通信端末か ら送信 された前記生体状態情報 を受信する生体

状態情報受信手段 と、

前記生体状態情報受信手段で受信 された前記生体状態情報 に基づい

て、前記個体が所定の状態であるかを判別する判別手段 と、

前記判別手段で前記個体が前記所定の状態であると判別 された場合

には、前記所定の状態の改善 に推奨 されるアミノ酸 に基づいて、複数

の食物 についての、前記食物 中の前記 アミノ酸の含有値 に関するアミ

ノ酸含有データを含む食物 リス 卜か ら、前記食物 を選択する選択手段

と、

前記選択手段で得 られた前記食物の選択結果 を前記情報通信端末へ

送信する選択結果送信手段 と、

を備 えた こと、

を特徴 とする食物選択装置。
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